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年
頭
あ
い
さ
つ
 

　
皆
様
、
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
 

　
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
ご
家
族
お
そ
ろ
い

で
輝
か
し
い
新
春
を
お
迎
え
に
な
っ
た
こ
と
と
お

喜
び
申
し
あ
げ
ま
す
。
 

　
平
素
か
ら
町
行
政
の
推
進
に
対
し
ま
し
て
、
ご

理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
心
か
ら
お
礼
申
し
あ
げ

ま
す
。
 

　
日
本
の
景
気
は
、
企
業
の
設
備
投
資
や
個
人
消

費
の
増
加
に
よ
り
、
緩
や
か
な
回
復
傾
向
を
示
し
、

長
年
、
わ
が
国
を
苦
し
め
て
き
た
デ
フ
レ
か
ら
徐
 

々
に
脱
却
す
る
と
い
う
明
る
い
要
素
が
出
て
き
た

反
面
、
い
よ
い
よ
少
子
高
齢
化
に
よ
る
総
人
口
の

減
少
、
団
塊
世
代
の
退
職
と
い
っ
た
人
口
構
成
や

社
会
構
造
の
変
化
が
目
前
に
迫
り
、
か
つ
て
経
験

し
た
こ
と
の
な
い
時
代
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま
 

す
。
 

　
一
方
、
引
き
続
く
、
国
、
地
方
を
通
じ
た
厳
し

い
財
政
状
況
の
改
善
を
図
る
た
め
、
構
造
改
革
や

三
位
一
体
の
改
革
、
地
方
分
権
や
市
町
村
合
併
の

推
進
な
ど
の
懸
命
な
努
力
が
払
わ
れ
る
中
、
国
か

ら
は
地
方
財
政
計
画
の
見
直
し
や
新
地
方
行
革
指

針
に
よ
る
5
か
年
の
「
集
中
改
革
プ
ラ
ン
」
の
策

定
な
ど
が
提
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

　
本
町
に
お
い
て
も
、
町
税
収
入
の
大
幅
な
減
収

に
と
も
な
い
、
大
変
厳
し
い
財
政
環
境
に
あ
る
こ

と
か
ら
、
さ
ら
に
工
夫
を
こ
ら
し
た
行
政
運
営
が

求
め
ら
れ
て
お
り
、
現
在
、
簡
素
で
効
率
的
な
行

政
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
図
る
た
め
、
行
政
改
革
推

進
委
員
会
を
設
置
し
、
行
政
改
革
大
綱
の
見
直
し

を
行
う
と
と
も
に
、
「
集
中
改
革
プ
ラ
ン
」
の
策

定
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
 

　
私
は
、
町
長
に
就
任
以
来
、
先
人
が
築
い
て
こ

ら
れ
た
「
ふ
る
さ
と
久
御
山
」
の
さ
ら
な
る
発
展

を
め
ざ
し
て
、
「
住
民
の
皆
様
と
、
と
も
に
考
え
、

と
も
に
歩
む
、
住
民
参
加
の
町
政
推
進
」
を
基
本

に
行
政
運
営
に
あ
た
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
 

　
引
き
続
き
、
子
育
て
支
援
対
策
や
教
育
環
境
の

整
備
、
高
齢
者
や
障
害
者
な
ど
に
対
す
る
各
種
福

祉
施
策
の
推
進
、
産
業
活
性
化
対
策
や
「
の
っ
て

こ
バ
ス
」
の
運
行
、
さ
ら
に
は
新
市
街
地
整
備
事

業
な
ど
、
本
年
3
月
に
策
定
見
込
み
の
第
4
次
総

合
計
画
に
掲
げ
る
「
ま
ち
の
将
来
像
」
を
見
据
え

た
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
る
所
存

で
ご
ざ
い
ま
す
。
 

　
住
民
一
人
ひ
と
り
が
真
の
豊
か
さ
と
安
ら
ぎ
を

実
感
し
、
若
者
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
み
ん
な
が
「
住

ん
で
よ
か
っ
た
、
い
つ
ま
で
も
住
み
続
け
た
い
」
 

と
言
っ
て
い
た
だ
け
る
「
ふ
る
さ
と
久
御
山
」
の
 

ま
ち
づ
く
り
に
渾
身
の
力
を
ふ
り
し
ぼ
っ
て
ま
い

り
た
い
と
存
じ
て
お
り
ま
す
の
で
、
よ
り
一
層
の

ご
支
援
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
と
と

も
に
、
皆
様
の
ま
す
ま
す
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を

お
祈
り
申
し
あ
げ
ま
し
て
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

と
い
た
し
ま
す
。
 

 坂
本
　
信
夫
 

住
民
参
加
の
町
政
と
 

魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
 

こ
ん
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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
 

　
皆
様
に
は
、
ご
家
族
お
そ
ろ
い
で
平
成
18 
年
の

新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。
 

　
平
素
は
、
町
政
並
び
に
議
会
活
動
に
格
別
の
ご

理
解
、
ご
協
力
を
賜
り
心
か
ら
厚
く
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。
 

　
昨
年
、
国
内
で
は
、
台
風
14 
号
を
は
じ
め
地
震

な
ど
、
自
然
災
害
に
よ
る
被
害
が
発
生
し
、
国
外

に
お
い
て
も
、
ア
メ
リ
カ
の
ハ
リ
ケ
ー
ン
に
よ
る

洪
水
や
パ
キ
ス
タ
ン
地
震
な
ど
、
甚
大
な
被
害
が

発
生
し
た
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。
被
災
者
の
皆
様

に
は
、
心
か
ら
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
る
と
と
も
 

に
、
一
日
も
早
い
復
興
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。
 

　
さ
て
、
最
近
の
日
本
の
経
済
情
勢
は
、
い
わ
ゆ

る
「
踊
り
場
」
を
乗
り
越
え
て
好
況
に
移
行
し
て

い
る
と
も
い
わ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
一
方
、
デ
フ

レ
や
原
油
の
価
格
高
騰
な
ど
に
よ
る
影
響
も
否
め
 

ず
、
地
域
経
済
に
と
っ
て
は
依
然
厳
し
い
状
況
で

あ
ろ
う
と
存
じ
ま
す
。
 

　
国
・
地
方
の
財
政
は
、
平
成
17 
年
度
末
の
政
府

短
期
証
券
な
ど
を
含
め
た
借
金
総
額
は
一
千
兆
円
、

国
内
総
生
産
の
2
倍
に
相
当
す
る
と
い
わ
れ
て
お

り
ま
す
。
今
後
も
、
社
会
保
障
関
係
費
の
増
大
な

ど
に
よ
り
、
ま
す
ま
す
財
政
事
情
が
厳
し
く
な
る

こ
と
が
懸
念
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
 

　
現
在
、
政
府
に
お
い
て
は
、
平
成
18 
年
度
ま
で

の
期
間
に
お
い
て
、
国
庫
補
助
負
担
金
改
革
、
税

源
移
譲
、
地
方
交
付
税
の
見
直
し
を
三
位
一
体
で

進
め
る
、
い
わ
ゆ
る
「
三
位
一
体
の
改
革
」
が
推

進
さ
れ
て
お
り
、
地
方
団
体
に
お
い
て
は
、
こ
れ

ら
国
の
改
革
の
影
響
を
受
け
歳
入
が
減
少
す
る
一
 

方
、
犯
罪
・
災
害
に
対
し
て
安
全
・
安
心
で
き
る

社
会
の
構
築
、
少
子
高
齢
化
に
対
す
る
支
援
施
策
、

河
川
や
道
路
の
整
備
、
教
育
環
境
の
整
備
、
地
域

経
済
の
活
性
化
、
電
子
自
治
体
の
推
進
、
環
境
保

全
対
策
な
ど
、
重
要
な
諸
課
題
に
取
り
組
ま
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
厳
し
い
財
政
環
境
に
あ
り
ま
す
。
 

　
本
町
に
お
き
ま
し
て
は
、
広
域
幹
線
道
路
も
開

通
し
、
国
営
総
合
農
地
防
災
事
業
に
か
か
わ
る
国

営
附
帯
府
営
農
地
防
災
事
業
が
順
次
実
施
さ
れ
、

新
市
街
地
整
備
も
具
体
化
に
向
け
た
取
組
み
が
進

め
ら
れ
る
な
ど
、
都
市
基
盤
整
備
が
進
め
ら
れ
て

お
り
ま
す
。
 

　
今
後
も
、
諸
事
業
が
着
実
に
進
め
ら
れ
、
さ
ら

に
す
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
に
つ
な
が
る
こ
と
を
希

望
し
て
お
り
ま
す
。
 

　
地
方
分
権
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
地
方
自
治
の
推

進
に
向
け
て
、
皆
様
と
と
も
に
努
力
し
て
ま
い
り

た
い
と
存
じ
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
、
議
会
活
動

に
一
層
の
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た

し
ま
す
。
 

　
結
び
に
皆
様
の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を
お
祈
り
申

し
上
げ
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。
 

 

久
御
山
町
議
会
議
長
 

籔
内
　
權
一
 

地
方
分
権
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
 

地
方
自
治
の
推
進
 

 

2006平成18年 
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1
月
 

8
日
 

9
日 

10 
日 

30
日 

2
月
 

9
日
・
16 
日 

10 
日 

3
月
 

1 
日
〜 

3
日 

6
日 

4
月
 

1 
日 

4
日 

7
日 

8
日 

 

消
防
出
初
式 

新
春
た
こ
あ
げ
大
会 

成
人
式 

く
み
や
ま
マ
ラ
ソ
ン 

 

男
女
共
同
参
画
セ
ミ
ナ
ー 

京
滋
バ
イ
パ
ス
合
同
防
災
訓
練 

 

春
季
全
国
火
災
予
防
運
動 

第
1 
回
定
例
議
会
開
会 

ふ
れ
あ
い
福
祉
ま
つ
り
＆
音
楽
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル 

 

機
構
改
革
（
一
部
組
織
の
見
直
し
） 

保
育
所
入
所
式 

小
学
校
入
学
式 

中
学
校
入
学
式 

 

睦 月  如 月  弥 生  一
年
を
振
り
返
っ
て
 

2005年 

　
町
で
は
、
若
者
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
「
住
ん
で
よ
か
っ
た
」
「
い
つ
ま
で

も
住
み
続
け
た
い
」
と
実
感
し
て
い
た
だ
け
る
「
ふ
る
さ
と
久
御
山
」
の
ま

ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
、
平
成
17
年
は
、
新
市
街
地
整
備
に
向
け
た
基
盤
整

備
や
の
っ
て
こ
バ
ス
の
充
実
、
木
造
住
宅
耐
震
診
断
の
補
助
、
一
時
保
育
の

実
施
な
ど
多
く
の
事
業
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
 

　
今
号
で
は
、
主
な
で
き
ご
と
を
紹
介
し
、
平
成
17 
年
を
振
り
返
っ
て
み
ま

す
。
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11 
日 

13 
日 

5
月
 

3
日 

8
日 

12 
日 

14 
日 

16 
日 

26
日 

6
月
 

4
日 

7
日 

19 
日 

25
日 

30
日 

 

幼
稚
園
入
園
式
 

巨
椋
池
排
水
機
場
始
動
式
 

 G
W
イ
ベ
ン
ト
「
お
楽
し
み
演
芸
会
」
 

総
合
体
育
大
会
開
会
 

第
1 
回
臨
時
議
会
開
会
 

東
角
小
学
校
創
立
30
周
年
記
念
式
典
 

水
防
訓
練
 

防
災
パ
ト
ロ
ー
ル
 

 ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
＆
子
ど
も
広
場
 

第
2
回
定
例
議
会
開
会
 

一
般
国
道
1 
号
京
都
南
道
路
開
通
 

男
女
共
同
参
画
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
 

第
4
次
総
合
計
画
の
審
議
会
を
設
置
 

7
月
 

2
日 

10 
日 

 

21
日
〜
22
日 

8
月
 

8
日
〜 

15 
日 

28
日 

9
月
 

7
日 

9
日 

11 
日 

10 
月
 

1 
日 

8
日 

10 
日 

18 
日 

27
日 

30
日 

 

11 
月
 

5
日
・
6
日 

13 
日 

15 
日 

19 
日 

23
日 

27
日 

28
日
 

12
月
 

8
日 

10 
日 

25
日
〜 

 

歯
の
ひ
ろ
ば 

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
投
票
日
（
無
投
票
） 

町
民
プ
ー
ル
オ
ー
プ
ン 

平
和
の
た
め
の
小
・
中
学
生
広
島
派
遣 

 

久
御
山
中
学
校
生
徒
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
派
遣 

平
和
祈
念
集
会
・
戦
没
者
追
悼
サ
イ
レ
ン
吹
鳴 

久
御
山
中
学
校
創
立
30
周
年
記
念
事
業 

 

第
3
回
定
例
議
会
開
会 

敬
老
会 

衆
議
院
議
員
総
選
挙 

 

国
勢
調
査
を
実
施 

暴
力
追
放
・
少
年
非
行
防
止
住
民
大
会 

町
民
運
動
会 

行
政
改
革
推
進
委
員
会
を
設
置 

健
康
づ
く
り
ス
ポ
ー
ツ
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
祭 

文
化
祭
30
周
年
記
念
「
組
踊
」 

環
境
ま
つ
り
・
下
水
道
ま
つ
り 

 

文
化
祭 

町
長
査
閲
久
御
山
町
消
防
団
訓
練
大
会 

戦
没
者
追
悼
式 

町
政
を
見
る
会 

ふ
る
さ
と
フ
ェ
ア
久
御
山 

東
角
校
区
総
合
防
災
訓
練 

第
2
回
臨
時
議
会
開
会 

 

第
4
回
定
例
議
会
開
会 

青
少
年
の
主
張
発
表
会 

年
末
年
始
火
災
予
防
運
動 

卯 月  

神 無 月  文 月  霜 月  葉 月  師 走  長 月  

皐 月  水 無 月  
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表①　一般会計の執行状況 

６７．９％（２９億５，９０７万円） 総務費１０億２，４４７万円 

町税４３億６，０３２万円 

（億円） （億円） 30 4050 20 20
歳　　入 歳　　出 

10 109 98 87 76 65 54 43 32 21 1

４１．０％（４億１，９８４万円） 

は収入済および 

支出済率（金額） 

５４．７％（１億９，６９５万円） ５０．０％（７億７，２５９万円） 

２５．６％（５，３７６万円） 

１４．３％（３，０３５万円） 

５１．６％（３億５，２４０万円） 

３６．５％（４億７１７万円） 

地方消費税交付金３億６，０００万円 民生費１５億４，６６４万円 

国庫支出金２億９９０万円 

府支出金２億１，２６４万円 

繰入金６億８，２８４万円 

その他１１億１，６４０万円 

４６．４％（２億７，５３３万円） 

３１．０％（３億４，５４１万円） 

３７．８％（４億２，２５０万円） 

４２．２％（６億５，３１５万円） 

衛生費５億９，２８４万円 

土木費１１億１，２８１万円 

教育費１１億１，６４１万円 

その他１５億４，８９３万円 

合計６９億４，２１０万円 合計６９億４，２１０万円 

５７．６％（３９億９，９７０万円） ４１．６％（２８億８，８８２万円） 

表②　特別会計・水道事業会計の執行状況 

国 民 健 康 保 険 5億6,510万円 

会　計　名　等 

43.6％ 5億4,759万円 42.2％ 
三 郷 山 財 産 区 871万円 98.2％ 683万円 77.0％ 

歳　　　入 歳　　　出 

収入済額  収入率 支出済額  支出率 

老 人 保 健 5億9,463万円 48.1％ 5億3,644万円 43.4％ 
公共下水道事業  4億1,272万円 33.7％ 3億4,696万円 28.4％ 
介 護 保 険 3億 140万円 42.6％ 2億6,355万円 37.3％ 

水　道 
2億6,809万円 49.8％ 2億5,886万円 45.5％ 収益的収支 

資本的収支 1,894万円 30.2％ 3,710万円 22.8％ 

　
平
成
十
七
年
度
上
半
期
（
九
月
末
現
在
）
の
一

般
会
計
や
特
別
会
計
な
ど
の
財
政
状
況
は
、
次
の

と
お
り
で
す
。
 

　
一
般
会
計
の
予
算
執
行
状
況
は
、
歳
入
が
全
体

の
五
十
七
・
六
㌫
の
三
十
九
億
九
千
九
百
七
十
万

円
で
、
各
科
目
の
執
行
状
況
は
、
表
①
の
と
お
り

で
す
。
 

　
ま
た
、
国
民
健
康
保
険
な
ど
の
五
つ
の
特
別
会

計
と
水
道
事
業
会
計
の
予
算
執
行
状
況
は
、
表
②

の
と
お
り
で
す
。
 

　
地
方
債
（
町
の
借
金
）
の
九
月
末
現
在
高
は
、

一
般
会
計
が
四
十
二
億
七
百
九
十
六
万
円
、
下
水

道
事
業
特
別
会
計
は
四
十
九
億
七
千
五
百
二
十
五

万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
（
金
額
は
、
い
ず
れ
も

一
万
円
未
満
四
捨
五
入
）
 

　
町
で
は
、
下
半
期
も
各
種
事
業
に
対
し
、
予
算

の
適
正
・
効
率
的
な
執
行
に
努
め
て
い
き
ま
す
。
 

平
成
１７
年
度
上
半
期
 

検
察
審
査
員
に
選
ば
れ
た
ら
 

　
　
　
　
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
 

財
政
状
況
を
公
表
 

 

　
交
通
事
故
、
詐
欺
な
ど
の
被
害
に
遭
っ
た
の
に

検
察
官
が
そ
の
事
件
を
裁
判
に
か
け
て
く
れ
な
い
。

ど
う
も
納
得
で
き
な
い
。
こ
の
よ
う
な
人
の
た
め

に
、
検
察
官
の
し
た
処
分
が
正
し
か
っ
た
か
ど
う

か
を
審
査
す
る
機
関
と
し
て
「
検
察
審
査
会
」
が

あ
り
ま
す
。
 

　
検
察
審
査
会
で
は
11
人
の
審
査
員
が
こ
の
審
査

を
し
ま
す
。
審
査
員
は
、
選
挙
権
を
持
っ
て
い
る

み
な
さ
ん
の
中
か
ら
「
く
じ
」
で
選
ば
れ
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。
 

　
あ
な
た
も
い
つ
か
審
査
員
に
選
ば
れ
る
こ
と
が

あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
審
査
員
に
選
ば
れ
た
と

き
に
は
、
住
民
の
代
表
と
し
て
こ
の
仕
事
に
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

  　
検
察
審
査
員
は
、
市
町
村
の
選
挙
管
理
委
員
会

が
選
挙
人
名
簿
の
中
か
ら
く
じ
で
候
補
者
を
選
び
、

そ
の
中
か
ら
さ
ら
に
京
都
検
察
審
査
会
事
務
局
で

年
4
回
く
じ
を
お
こ
な
い
検
察
審
査
員
・
補
充
員

を
選
び
ま
す
。
い
ず
れ
も
任
期
は
6
か
月
で
す
。
 

  　
選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、
検
察
審
査
員
候
補
者

と
な
っ
た
人
に
、
職
業
な
ど
の
資
格
調
査
の
お
問

い
合
わ
せ
を
し
ま
す
。
こ
れ
は
、
司
法
関
係
の
職

務
等
に
従
事
し
て
い
る
人
は
、
審
査
員
・
補
充
員

に
な
れ
な
い
た
め
に
お
こ
な
う
も
の
で
、
そ
の
際

に
は
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

  　
審
査
の
申
し
立
て
や
相
談
に
は
、
一
切
費
用
が

か
か
り
ま
せ
ん
。
 

　
検
察
審
査
会
に
つ
い
て
詳
し
く
は
、
京
都
検
察

審
査
会
事
務
局
（
京
都
地
方
裁
判
所
内
）
1
0
7
 

5
（
2
１
１
）
4
１
１
１
ま
た
は
町
選
挙
管
理
委

員
会
（
広
報
行
政
課
内
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。
 

 

国勢調査の速報結果 

久御山町の人口は 
16,610人 

　総務省が平成17年10月1日を
調査日として実施しました国勢
調査にご協力いただきありがと
うございました。 
　久御山町の結果は、人口
16,610人（男8,172人、女
8,438人）で、世帯数5,811世
帯でした。 
　平成12年の前回調査と比べる
と、人口は470人（男321人、
女149人）減少しましたが、世
帯数は139世帯増加しました。 
　この数値は速報値のため、後
日総務省が公表する確定値と異
なる場合があります。 
問い合わせ／広報行政課 
 

選
挙
人
名
簿
か
ら
選
出
 

申
し
立
て
や
相
談
費
用
 

資
格
調
査
に
ご
協
力
を
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平
成
17 
年
度
ま
で
は
、
年
齢
65
歳
以
上
で
合
計

所
得
金
額
が
１
，
0
0
0
万
円
以
下
の
人
に
つ
い

て
は
、
所
得
か
ら
48
万
円
を
控
除
で
き
ま
し
た
が
、

平
成
18 
年
度
か
ら
は
こ
の
控
除
が
廃
止
さ
れ
ま
す
。
 

　
こ
れ
に
と
も
な
い
、
今
ま
で
町
・
府
民
税
が
非

課
税
だ
っ
た
人
に
つ
い
て
も
、
課
税
と
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。
 

　
扶
養
控
除
や
社
会
保
険
料
控
除
、
生
命
保
険
料

控
除
等
の
各
種
控
除
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
れ
ば

有
利
と
な
り
ま
す
の
で
、
該
当
さ
れ
る
人
は
、
町
・

府
民
税
の
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。
 

  　
年
齢
が
65
歳
以
上
の
人
（
昭
和
16 
年
１
月
１
日

以
前
生
）
の
公
的
年
金
等
控
除
額
が
所
得
税
と
同

様
に
減
額
さ
れ
ま
す
。
 

   ▽
平
成
17
年
度
以
前
 

　
合
計
所
得
金
額
が
１
2
5
万
円
以
下
で
あ
り
、

か
つ
、
１
月
１
日
現
在
に
お
い
て
年
齢
65
歳
以
上

で
あ
る
場
合
は
非
課
税
で
す
。
 

▽
平
成
18
年
度
以
降
 

　
平
成
17 
年
１
月
１
日
現
在
に
お
い
て
65
歳
以
上

（
昭
和
15 
年
１
月
2
日
以
前
生
）
で
、
前
年
の
合

計
所
得
金
額
が
１
2
5
万
円
以
下
で
あ
る
人
に
つ

い
て
は
、
平
成
18 
年
度
は
そ
の
住
民
税
の
3
分
の

2
を
減
額
し
、
平
成
19 
年
度
は
そ
の
3
分
の
１
を

減
額
し
ま
す
。
 

 
平
成
20
年
度
か
ら
全
額
を
課
税
し
ま
す
。
 

     ▽
平
成
17
年
度
以
前
 

　
税
額
の
15 
㌫
を
控
除
（
上
限
4
万
円
）
し
ま
す
。
 

▽
平
成
18
年
度
 

　
税
額
の
7
・
5
㌫
を
控
除
（
上
限
2
万
円
）
し

ま
す
。
 

  ▽
平
成
17
年
度
 

　
均
等
割
の
納
税
義
務
を
負
う
夫
と
生
計
を
一
に

す
る
妻
に
一
定
以
上
の
所
得
が
あ
る
場
合
、
妻
に

均
等
割
額
の
2
分
の
１
（
町
民
税
１
，
5
0
0
円
、

府
民
税
5
0
0
円
）
を
課
税
し
ま
す
。
 

▽
平
成
18
年
度
以
降
 

　
夫
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
一
定
以
上
の
所
得

が
あ
る
す
べ
て
の
個
人
に
つ
い
て
、
均
等
割
額
の

全
額
（
町
民
税
3
，
0
0
0
円
、
府
民
税
１
，

0
0
0
円
）
を
課
税
し
ま
す
。
 

  　
所
得
税
に
つ
い
て
は
、
宇
治
税
務
署
1
0
7
7
 

4
（
4
4
）
4
１
4
１
ま
た
は
税
務
課
へ
、
住
民

税
に
つ
い
て
は
、
税
務
課
へ
。
 

 

ご
存
じ
で
す
か
税
制
改
正
 

老
年
者
控
除
の
廃
止
 

平
成
１７
年
分
 

所
得
税
の
主
な
改
正
点
 

老
年
者
控
除
の
廃
止
 

公
的
年
金
等
控
除
額
の
変
更
 

６５
歳
以
上
の
人
に
か
か
る
 

　非
課
税
措
置
を
段
階
的
に
廃
止
 

定
率
控
除
額
を
引
き
下
げ
 

妻
の
均
等
割
額
の
変
更
 

所得税の還付申告 
  平成17年分の確定申告の
受付期間は、2月16日eか
ら3月15日dまでですが、
還付を受けるための申告は、
2月15日d以前でも宇治税
務署で受け付けていますので、
混雑が予想される申告の期
間を避け、早めに申告して
ください。 
問い合わせ／宇治税務署 

問
い
合
わ
せ
 

公
的
年
金
等
控
除
額
の
変
更
 

青
色
申
告
特
別
控
除
額
の
変
更
 

　
平
成
16 
年
分
ま
で
は
、
年
齢
65
歳
以
上
で
合
計

所
得
金
額
が
１
，
0
0
0
万
円
以
下
の
人
に
つ
い

て
は
、
所
得
か
ら
50
万
円
を
控
除
で
き
ま
し
た
が
、

平
成
17 
年
分
か
ら
は
こ
の
控
除
が
廃
止
さ
れ
ま
す
。
 

　
こ
れ
に
と
も
な
い
、
今
ま
で
所
得
税
が
非
課
税

だ
っ
た
人
に
つ
い
て
も
、
課
税
と
な
る
場
合
が
あ

り
、
確
定
申
告
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。
 

  　
年
齢
が
65
歳
以
上
の
人
（
昭
和
16 
年
１
月
１
日

以
前
生
）
の
公
的
年
金
等
控
除
額
が
下
表
の
と
お

り
減
額
さ
れ
ま
す
。
 

  　
不
動
産
所
得
ま
た
は
事
業
所
得
な
ど
の
青
色
申

告
特
別
控
除
額
が
次
の
と
お
り
が
変
更
さ
れ
ま
す
。
 

▽
青
色
申
告
特
別
控
除
額
 

①
正
規
の
簿
記
の
原
則
に
従
っ
て
記
録
し
て
い
る

　
人
 

　
55
万
円
（
改
正
前
）
↓
65
万
円
（
改
正
後
）
 

②
簡
易
な
簿
記
の
方
法
に
よ
り
記
録
し
て
い
る
人
 

　
45 
万
円
（
改
正
前
）
↓
10 
万
円
（
改
正
後
）
 

①
・
②
の
適
用
の
な
い
人
 

　
10 
万
円
（
改
正
前
）
↓
10 
万
円
（
改
正
後
）
 

 

平
成
17
年
分
の
所
得
税
（
住
民
税
は
、
平
成
18
年
度
分
）

か
ら
、
老
年
者
控
除
の
廃
止
な
ど
税
制
が
一
部
改
正
さ

れ
ま
し
た
。
 

平
成
１８
年
2
月
１６
日
か
ら
 

3
月
１５
日
ま
で
の
申
告
分
 

（
　
　
　
　
）
 

▼公的年金等にかかる雑所得の速算表 

平
成
１８
年
度
住
民
税
 

課
税
の
主
な
改
正
点
 

平
成
１７
年
分
所
得
に
 

　
　
　
　
　
対
す
る
課
税
 

（
　
　
　
　
）
 

改　　正　　前 改　　正　　後 

その年中の公 
的年金等の収 
入金額（Ａ） 

 
雑所得 

260万円以下 (Ａ)－140万円 

260万円超 
460万円以下 
 

(Ａ)×75％－75万円 

460万円超 
820万円以下 
 

(Ａ)×85％－121万円 

820万円超 (Ａ)×95％－203万円 

その年中の公 
的年金等の収 
入金額（Ａ） 

 
雑所得 

330万円以下 (Ａ)－120万円 

330万円超 
410万円以下 
 

(Ａ)×75％－37万 
　　　　　　5,000円 

410万円超 
770万円以下 

(Ａ)×85％－78万 
　　　　　　5,000円 

770万円超 (Ａ)×95％－155万 
　　　　　　5,000円 



みんなが主役 
まちの話題！ あ・れ・こ・れ 

毎月１日は「安全・安心の日」です。 

人権街頭啓発（12月5日・ジャスコ久御山店前） 
東角校区総合防災訓練（11月27日・東角小学校） 
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ゆうホール 佐山小学校 

青少年の主張発表会 

自分の思いを力強く発表 野菜やお米についての講演会 
　12月10日、ゆうホールで町青少年健全育成協議会主催

の第25回青少年の主張発表会が開かれました。 

　自らが日常生活のなかで体験したこと、考えていること

などを訴えることによって、社会の一員としての自覚を高

めるとともに、青少年に対する住民の理解を深めることを

目的に毎年開かれています。 

　今年も町内の3小学校から6年生各2人、久御山中学校

から各学年1人、久御山高校から各学年1人の合計12人が、

命の尊さや地球温暖化問題、学校の授業を通しての人々と

の出会い、友情などについて、自分の思いを力強く発表し

ました。 

　会場につめかけた保護者やクラスメートなど約200人

の聴衆は、児童・生徒の熱のこもった訴えに、真剣に耳を

傾けていました。 

　また、この発表会の模様は、1月13日f午後6時から 

「FMうじ」で放送されます。将来を担う青少年の率直な

訴えをぜひお聞きください。 

地元野菜の学校給食 

　12月7日、「京野菜等地元野菜給食の日」実施モデル

事業の一つとして、佐山小学校で農業講演会が開かれまし

た。藤和田で農業を営む河原　博之さんが、「野菜にはビ

タミンがたくさんあります。野菜嫌いはだめですよ。また、

最近はお米の消費量も以前に比べて少なくなってきていま

すが、みなさんは、お米や野菜をたくさん食べて体をしっ

かり作ってください」などと、地元の特産野菜やお米など

について、熱心に講演をされました。 

　この事業は、9月からおこなわれ、9月はナス、10月は

小松菜、11月は水菜と、給食に旬の野菜を使い、この日は、

町内産のネギを使った珍しいサラダを味わいました。 

　また、この日の全校集会では、児童会の進行でユニセフ

募金への呼びかけもおこなわれ、給食委員会の児童が世界

の子どもたち1億2,000万人が飢えに苦しんでいること

や安全な水が手に入らない人々のために井戸が必要である

ことなど、ユニセフの活動をポスターにして全校児童に訴

えました。 

 

講演を熱心に聞く子どもたち 力強く主張発表 

広報くみやま 平成18年1月1日 



クリスマス会（12月14日・宮ノ後保育所） 親子ニコニコ子育てサロン（12月15日・さつき苑） 

淀大根の出荷作
業（12月14日・

東一口） 

11月15日から12月14日までの受付分（敬称略） 
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ご
結
婚
 

大
字
名
 

夫
の
氏
名
 

妻
の
名
 

お
誕
生
 

大
字
名
 

出

生

児
 

父

・

母
 

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
 

立
石
　
晶
一
 

山
口
　
晶
彦
 

小
倉
　
正
裕
 

黒
原
　
靖
正
 

坂
本
　
佳
史
 

井
上
　
弘
太
 

仁
保
　
善
之
 

森
　
　
光
成
 

ク
レ
イ
　
ブ
ラ
ン
ド
ン
 

山
本
　
　
聖
 

　
美
智
代
 

　
絵
理
 

　
香
織
 

　
千
春
 

　
幸
子
 

　
英
里
 

　
由
紀
 

　
ま
な
み
 

　
慈
美
 

 
恵
美
 

島
　
田
 

佐
　
山
 

　
林
 

　
〃
 

　
〃
 

市
　
田
 

下
津
屋
 

　
〃
 

　
栄
 

　
〃
 

   

　
司
・
亜
矢
 

　
匠
・
千
晴
 

　
昭
・
博
子
 

善
男
・
幸
子
 

法
史
・
真
奈
美
 

幸
夫
・
光
枝
 

直
木
・
真
由
美
 

浩
幸
・
寛
子
 

大
橋
辺
 

　
〃
 

野
　
村
 

佐
　
山
 

佐
　
古
 

市
　
田
 

下
津
屋
 

　
栄
 

岩
 
　
流
直
 

赤
堀
　
煌
空
 

梅
村
　
晄
平
 

瀬
戸
口
遥
菜
 

依
岡
　
　
怜
 

吉
川
　
秀
成
 

日
野
ひ
な
の
 

東
内
　
杏
樹
 

広報くみやま 平成18年1月1日 

 

 

 

 

　二つの絵には、7か所のちがいがあります。絵をよく見

てまちがいを見つけてください。正解者の中から抽選で

20人に図書カードをお贈りします。ふるってご応募ください。 

【応募方法】ハガキに①答え②住所③氏名④年齢⑤広報紙

に対するご意見などをご記入のうえ、〒613‐8585久

御山町役場広報行政課（住所記載不要）へご応募ください。

答えは、ちがいのある枠のアルファベットでお答えください。 

【締め切り】1月11日d（必着）一人一通に限ります。 

正解と当選者は2月1日号の広報紙で発表します。お楽し

みに！ 

かかえきれないほど、たくさんの幸せを

ありがとう。 

林　父 伊三雄さん・母 佳美さん 

（平成16年12月15日生） 

　　 のあちゃん 
物部 ゆらちゃん 

（二女◯） 右 

（長女◯） 左 

ものべ 
　る
　
な
 

　き
　
ら
 

こ
う
へ
い
 

は
る
な
 

　
　
れ
い
 

し
ゅ
う
せ
い
 

 あ
ん
じ
ゅ
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　「鈴間」バス停は、昨年の7月1日「のってこバス（巡
回バス）」の運行内容を見直したときに、新たに設けたバ
ス停で、昨年6月に開通した京都南道路を挟んで東西にあ
ります。 
　以前、この場所には昭和60年4月から路線バスの「鈴間」
バス停がありましたが、マイカーの普及などによる利用者
の減少により、昨夏にバス路線が廃止され、路線バスのバ
ス停もなくなってしまいました。 
　「鈴間」バス停は、地域住民の利便性を図るため、東ル
ートでは役場、荒見苑、ゆうホールなどの公共施設への連
絡として1日8便が運行しています。 
　また、「京阪淀駅」への直通便は朝の1便のみとなりま
したが、「ジャスコ久御山店前」バス停で乗継券を利用し
ていただければ、150円の運賃で「京阪淀駅」まで1日8
便が運行しています。新しいバス停として再スタートして
いますので、巡回バスをご利用ください。 
問い合わせ／都市計画課 
 

バス停シリーズ 

「鈴間」 

7

　町内の「のってこバス（巡回バス）」の停留所をシリー
ズで紹介しています。 
　各バス停が持つ魅力などをお届けし、住民のみなさんが
使いやすい形で巡回バスをご利用いただきたい、と考えて
います。 
　今回は「鈴間」バス停です。 

ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス
 

（
Ｄ
Ｖ
）
と
は
？
 

 

広報くみやま 平成18年1月1日 

               ◆
夫
婦
ゲ
ン
カ
で
は
す
ま
さ
れ
な
い
！
 

　
Ｄ
Ｖ
（
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス
）

の
意
味
を
ご
存
じ
で
す
か
。
Ｄ
Ｖ
と
は
、
夫
（
妻
）

や
親
密
な
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
受
け
る
暴
力
の
こ
と

を
い
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
暴
力
は
、
長
い
間
„
夫

婦
ゲ
ン
カ
は
犬
も
食
わ
な
い
“
と
よ
く
あ
る
こ
と

と
し
て
片
付
け
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
な
が

ら
、
単
な
る
ケ
ン
カ
を
超
え
て
、
明
ら
か
に
人
権

侵
害
に
あ
た
る
も
の
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
 

　
ま
た
、
「
暴
力
」
と
い
う
言
葉
を
聞
く
と
、
殴

る
・
け
る
な
ど
、
身
体
に
傷
を
負
わ
せ
る
行
為
を

連
想
し
が
ち
で
す
が
、
言
葉
に
よ
る
精
神
的
な
暴

力
や
性
的
な
暴
力
も
、
れ
っ
き
と
し
た
暴
力
で
す
。
 

  　
Ｄ
Ｖ
は
、
「
あ
る
特
定
の
人
が
引
き
起
こ
す
特

別
な
問
題
」
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
背
景
に
は
、

男
性
優
位
の
考
え
方
や
妻
は
夫
に
従
う
も
の
と
い

う
性
別
役
割
意
識
、
社
会
全
体
の
認
識
不
足
な
ど

の
理
由
が
複
雑
に
絡
ん
で
い
ま
す
。
い
つ
で
も
誰

に
で
も
、
身
近
に
起
こ
り
う
る
問
題
な
の
で
す
。
 

 

  ◆
「
自
分
は
暴
力
を
受
け
て
い
る
」
と
い
う
認
識

　
を
持
つ
こ
と
が
大
切
 

　
「
こ
れ
く
ら
い
は
暴
力
と
は
い
わ
な
い
の
で
は

　
な
い
か
？
」
「
私
だ
け
が
我
慢
す
れ
ば
い
い
の

　
だ
」
と
思
う
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
家
族
で
あ

　
っ
て
も
な
く
て
も
、
精
神
的
に
も
肉
体
的
に
も

　
暴
力
を
受
け
て
い
る
と
感
じ
た
ら
そ
れ
は
人
権

　
侵
害
で
あ
り
、
犯
罪
行
為
な
の
で
す
。
 

  　
Ｄ
Ｖ
は
、
家
庭
と
い
う
密
室
で
起
こ
る
暴
力
行

為
で
す
。
Ｄ
Ｖ
に
遭
っ
て
い
な
い
人
か
ら
は
「
そ

ん
な
に
ひ
ど
い
暴
力
で
あ
る
な
ら
ば
、
今
す
ぐ
逃

げ
れ
ば
い
い
の
に
…
ど
う
し
て
逃
げ
な
い
の
？
」

と
い
う
声
が
聞
か
れ
ま
す
。
確
か
に
そ
う
思
え
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
 

　
し
か
し
、
そ
う
簡
単
に
は
逃
げ
ら
れ
な
い
の
で

す
。
理
由
は
い
く
つ
か
あ
り
ま
す
。
 

◆
Ｄ
Ｖ
か
ら
逃
げ
ら
れ
な
い
理
由
 

　
・
家
庭
を
崩
壊
さ
せ
た
く
な
い
。
配
偶
者
と
の

　
　
関
係
を
壊
し
た
く
な
い
 

　
・
経
済
的
に
自
立
し
て
い
く
自
信
が
な
い
 

　
・
今
度
こ
そ
は
反
省
し
て
く
れ
て
い
る
の
か
も

　
　
と
い
う
思
い
 

※
い
ろ
い
ろ
な
Ｄ
Ｖ
 

★
身
体
的
Ｄ
Ｖ
／
殴
る
、
け
る
な
ど
 

★
精
神
的
Ｄ
Ｖ
／
無
視
、
暴
言
の
繰
り
返
し
な
ど
 

★
社
会
的
Ｄ
Ｖ
／
外
出
制
限
や
行
動
の
チ
ェ
ッ
ク
 

★
経
済
的
Ｄ
Ｖ
／
仕
事
に
就
か
せ
な
い
な
ど
 

★
性
的
Ｄ
Ｖ
／
性
的
な
関
係
の
強
要
な
ど
 

　
こ
う
い
っ
た
暴
力
は
、
被
害
者
の
身
体
に
直
接

的
に
も
心
理
的
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。
直
接

的
影
響
と
し
て
は
、
骨
折
、
あ
ざ
、
め
ま
い
、
動

悸
な
ど
。
心
理
的
影
響
と
し
て
は
、
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
（
心

的
外
傷
後
ス
ト
レ
ス
障
害
）
、
ト
ラ
ウ
マ
な
ど
。
 

Ｄ
Ｖ
は
な
ぜ
起
こ
る
の
か
？
 

Ｄ
Ｖ
を
暴
力
と
認
識
す
る
 

Ｄ
Ｖ
か
ら
な
ぜ
逃
げ
な
い
の
か
？
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かけがえのない地球を 
守りましょう 
 

　
私
た
ち
が
暮
ら
し
て
い
る
地
球
は
、
酸
素
を
つ

く
り
水
や
食
物
な
ど
を
私
た
ち
に
も
た
ら
し
、
私

た
ち
の
命
の
源
と
い
え
ま
す
。
 

　
し
か
し
な
が
ら
、
い
ま
地
球
の
環
境
は
大
き
く

変
化
し
、
私
た
ち
の
生
活
に
影
響
を
与
え
始
め
て

い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
飲
み
水
の
汚
染
や
オ

ゾ
ン
層
の
破
壊
に
よ
る
温
暖
化
の
進
行
な
ど
、
そ

れ
ら
は
み
な
、
近
年
の
人
間
の
生
産
・
消
費
活
動

が
大
き
く
影
響
し
て
い
る
と
い
え
ま
す
。
私
た
ち

の
地
球
は
静
か
に
病
ん
で
い
ま
す
。
よ
っ
て
そ
れ

を
食
い
止
め
る
た
め
、
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
地

球
環
境
を
守
る
た
め
の
具
体
的
な
行
動
を
起
こ
す

よ
う
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。
 

　
昨
年
の
夏
に
は
、
職
場
の
エ
ア
コ
ン
の
温
度
設

定
を
28 
℃
に
し
、
ノ
ー
ネ
ク
タ
イ
、
ノ
ー
上
着
フ

ァ
ッ
シ
ョ
ン
の
「
ク
ー
ル
ビ
ズ
」
が
提
唱
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
こ
の

秋
冬
は
温
度
設
定
を

20 
℃
と
し
、
過
度
に

暖
房
機
器
に
頼
ら
ず
、

寒
い
時
は
も
う
一
枚

着
る
と
い
う
「
ウ
ォ
ー
ム
ビ
ズ
」
が
提
唱
さ
れ
て

い
ま
す
。
で
は
、
家
庭
に
お
い
て
私
た
ち
は
ど
の

よ
う
な
こ
と
が
で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
。
 

 
最
近
の
調
査
で
、
家
庭
ゴ
ミ
と
し
て
出
さ
れ
る

も
の
の
う
ち
、
賞
味
期
限
切
れ
な
ど
で
手
付
か
ず

に
捨
て
ら
れ
る
も
の
が
多
く
含
ま
れ
て
い
る
と
い

う
結
果
が
出
て
い
ま
す
。
そ
れ
ら
は
す
べ
て
焼
却

処
分
さ
れ
、
Ｃ
Ｏ
の
発
生
を
増
加
さ
せ
て
い
る
と

い
え
ま
す
。
ま
た
、
マ
イ
カ
ー
の
普
及
も
こ
の
Ｃ

Ｏ
を
増
加
さ
せ
る
大
き
な
要
因
と
な
り
、
地
球
の

温
暖
化
を
進
め
て
い
る
と
い
え
ま
す
。
 

 
こ
の
よ
う
な
現
状
を
考
え
た
と
き
、
ま
ず
、
身

近
に
で
き
る
こ
と
と
し
て
「
食
べ
物
を
大
切
に
し
、

無
駄
を
出
さ
な
い
」
「
マ
イ
カ
ー
を
使
用
せ
ず
、

自
転
車
や
公
共
交
通
機
関
を
利
用
す
る
」
こ
と
な

ど
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
さ
ら
に
、
「
買
物
を
す
る

と
き
は
マ
イ
バ
ッ
ク
を
持
参
す
る
」
「
詰
め
替
え

で
き
る
商
品
や
リ
サ
イ
ク
ル
商
品
を
選
択
す
る
」

「
家
電
製
品
は
省
エ
ネ
品
を
選
択
し
、
使
用
時
も

省
エ
ネ
に
努
め
る
」
こ
と
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

こ
れ
ら
環
境
を
考
え
た
選
択
を
実
践
す
る
消
費
者

を
「
グ
リ
ー
ン
コ
ン
シ
ュ
ー
マ
ー
」
と
呼
び
ま
す
。

ぜ
ひ
あ
な
た
も
グ
リ
ー
ン
コ
ン
シ
ュ
ー
マ
ー
に
な

っ
て
く
だ
さ
い
。
一
人
ひ
と
り
の
行
動
が
広
が
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
メ
ー
カ
ー
な
ど
の
企
業
活
動
を

変
え
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
市
場
を
変
え
、
社

会
が
変
わ
る
こ
と
へ
つ
な
が
り
ま
す
。
 

　
環
境
を
考
え
た
エ
コ
ロ
ジ
ー
な
生
活
は
、
快
適

で
便
利
な
生
活
か
ら
す
れ
ば
、
不
便
な
も
の
で
あ

り
、
我
慢
が
必
要
な
生
活
と
い
え
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
し
か
し
な
が
ら
、
地
球
環
境
は
い
っ
た
ん

破
壊
す
る
と
回
復
に
時
間
が
か
か
り
ま
す
。
 

　
こ
の
恵
み
豊
か
な
地
球
を
私
た
ち
の
子
ど
も
や

孫
た
ち
に
残
し
て
い
け
る
よ
う
、
「
ど
の
よ
う
に

し
て
守
っ
て
い
く
の
か
」
を
考
え
て
行
動
す
る
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。
 

問
い
合
わ
せ
／
産
業
課
 

 

 
 
 
 
 
　町社会福祉協議会では、町内に住む65歳
以上の人で、身体上または精神上の理由に
より自宅での入浴が困難な人に対して、入
浴サービスを有料で提供しています。ただし、
次に該当する人は利用できません。 
・感染症疾患を有し、他の人に感染させる
　おそれのある人 
・疾病等により、医師が入浴等について適
　当でないと認めた人 
・その他、特に対象者として適当でないと
　認めた人 
　 
 
 
 
 
 
 
 
　毎週火曜日の午後、社会福祉協議会併設
のデイサービスセンターさつき苑のお風呂
を利用し、入浴していただきます。だだし、
利用者の人の着替えなどの介助のため家族
等の付き添いが必要となります。 
　入浴時に看護師による血圧などのバイタ
ルチェックをおこなっています。1回の利
用料は送迎・入浴費用として500円です。 
　サービスの利用を希望される人は、利用
会員登録が必要で、感染症疾患を有してい
ないなどの確認のため診断書を提出をして
いただきます。 
問い合わせ／町社会福祉協議会 
 

オ
ナ
ガ
ガ
モ 

（
カ
モ
目
カ
モ
科
） 

　
秋
早
く
か
ら
飛
来
す
る
冬
鳥
で
す
。
町
内

で
は
、
古
川
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
特

に
雄
の
尾
羽
2
本
は
冬
に
長
く
な
り
、
大
き

さ
は
、
雄
が
75
㌢
で
、
雌
は
53
㌢
で
す
。
 

　
雄
は
頭
部
が
茶
色
で
首
の
前
か
ら
胸
は
白

く
、
首
の
後
ろ
は
黒
褐
色
で
す
。
腰
の
近
く

に
白
色
部
が
あ
っ
て
、
長
い
尾
羽
と
と
も
に

識
別
の
ポ
イ
ン
ト
と
な
り
ま
す
。
く
ち
ば
し

の
上
面
は
黒
く
、
側
面
は
青
灰
色
で
す
。
 

　
雌
は
、
全
体
が
褐
色
で
黒
褐
色
の
斑
紋
が

全
体
に
あ
り
ま
す
。
雄
の
よ
う
に
首
の
前
は

白
く
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
中
央
尾
羽
は
雄

の
よ
う
に
長
く
あ
り
ま
せ
ん
が
、
ほ
か
の
カ

モ
類
の
雌
に
比
べ
て
長
い
で
す
。
 

　
え
さ
は
、
夜
間
に
水
田
や
湿
地
に
出
て
と

り
ま
す
。
池
な
ど
で
く
ち
ば
し
を
水
に
つ
け

て
動
か
し
、
こ
し
と
っ
て
食
べ
た
り
、
逆
立

ち
し
て
水
底
の
植
物
の
種
子
や
水
草
な
ど
を

食
べ
た
り
し
ま
す
。
雄
は
「
プ
ュ
ル
プ
ュ
ル
」

と
コ
ガ
モ
に
似
た
声
で
鳴
き
、
そ
の
ほ
か
に

「
シ
イ
シ
ー
」
と
イ
に
ア
ク
セ
ン
ト
の
あ
る

変
わ
っ
た
声
を
出
し
ま
す
。
雌
は
「
グ
ェ
グ
ェ
」

と
鳴
き
ま
す
。
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図
書
館

図
書
館 

図
書
館 

今
月
の
テ
ー
マ
図
書
 

「
犬
の
本
」
 

　
図
書
館
で
は
、
毎
月
テ
ー
マ
を
決
め
て
本
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
 

　
今
月
は
、
干
支
に
ち
な
ん
で
犬
に
関
す
る
オ
ス
ス
メ
の
本
を
紹
介

し
ま
す
。
 

あ
か
ね
書
房
発
行
 

　
ゆ
う
た
く
ん
ち
の
家
族
の
一
員
で
も
あ
る
主
人
公
の
い
ば
り
い
ぬ
。

そ
の
に
く
め
な
い
い
ば
り
ぶ
り
を
シ
リ
ー
ズ
で
紹
介
 

◆
オ
ス
ス
メ
本
 

「
は
た
ら
く
犬（
全
4
巻
）」（
児
童
書
）
 学

研
発
行
 

　
盲
導
犬
、
聴
導
犬
、
介
助
犬
な
ど
、
働
く
犬
の
仕
事
ぶ
り
と
訓
練

の
様
子
を
シ
リ
ー
ズ
で
紹
介
 

「
ゆ
う
た
く
ん
ち
の
い
ば
り
い
ぬ（
全
9
巻
）
」（
幼
児
向
け
絵
本
） 

東
西
社
発
行
 

　
犬
と
楽
し
く
暮
ら
す
た
め
に
、
知
っ
て
お
き
た
い
し
つ
け
や
健
康

管
理
な
ど
を
わ
か
り
や
す
く
紹
介
 

「
子
犬
の
飼
い
方
・
育
て
方
」
 

主
婦
の
友
社
発
行
 

　
初
め
て
犬
を
飼
う
人
向
け
に
、
人
気
犬
種
40
種
の
中
か
ら
我
が
家

に
あ
っ
た
子
犬
の
選
び
方
、
飼
い
方
を
く
わ
し
く
紹
介
 

「
子
犬
の
選
び
方
・
飼
い
方
」
 

食生活改善推進員協議会「久味の会」 

25キロカロリー／1人分 

【
問
い
合
わ
せ
】 

【
開
館
時
間
】 

 【
休
　
館
　
日
】 

1
0
7
7
4（
4
5
）0
0
0
3
 

火
〜
金
曜
日
／
午
前
9
時
30
分
〜
午
後
7
時
 

土
・
日
・
祝
日
／
午
前
9
時
30
分
〜
午
後
5
時
 

1
日
-
〜
4
日
d
・
10
日
c
・
16
日
b

23
日
b
・
30
日
b
・
31
日
c

　
図
書
館
で
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
が
絵
本
や
紙
芝
居
を
読

み
聞
か
せ
る
「
お
は
な
し
会
」
を
毎
月
開
い
て
い
ま
す
。
申
し
込
み

は
い
り
ま
せ
ん
。
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
 

日
時
／
１
月
28 
日
g
　
午
前
10 
時
30
分
〜
11 
時
 

場
所
／
ゆ
う
ホ
ー
ル
2
階
お
話
し
室
 

問
い
合
わ
せ
／
図
書
館
 

お
は
な
し
会
 

えび団子のすまし汁 

■材料（4人分） 

作り方  
①　エビは背わたと殻を取り、酒と塩  
　でよくもみ臭みを取ります。すりつ
　ぶしてひとつまみの塩と酒を加えます。
　よく混ぜて小さな団子に丸め、片栗
　粉をまぶし、だし汁でゆでて取り出
　しておきます。 

 
②　絹さやはさっと塩ゆでにします。 
③　①のだし汁をこして、しょうゆで
　味を整えます。 
④　①のエビ団子と絹さやを椀だねと
　して、③のすまし汁を入れてユズの
　皮をすって散らして出来上がりです。 
 

★
三
番
手
の
男
 

（
童
門
　
冬
二
著
）
 

　
自
分
の
生
き
方
を
貫
い
た
山
内
一
豊

と
そ
の
妻
千
代
の
実
像
に
迫
る
。
 

★
恋
せ
ど
も
、
愛
せ
ど
も
 

（
唯
川
　
恵
著
）
 

　
恋
愛
に
卒
業
は
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
。

祖
母
、
母
、
娘
た
ち
の
ゆ
れ
動
く
恋
と

仕
事
、
結
婚
を
描
く
。
 

★
わ
た
し
た
ち
の
帽
子
 

（
高
楼
　
方
子
作
）
 

　
さ
ま
ざ
ま
な
き
れ
が
縫
い
あ
わ
さ
れ

た
キ
ル
ト
の
帽
子
が
、
過
去
と
現
在
を

つ
な
ぐ
出
会
い
の
鍵
と
な
っ
た
。
 

★
お
お
き
く
な
っ
た
ら
な
に
に
な
る
？
 

（
フ
ラ
ン
ソ
ワ
ー
ズ
作
）
 

　
大
き
く
な
っ
た
ら
何
に
な
り
た
い
？

い
ろ
ん
な
仕
事
や
し
た
い
こ
と
が
た
く

さ
ん
あ
る
っ
て
う
れ
し
い
ね
。
 

◆
新
着
図
書
の
紹
介
 

小エビ 
塩 
酒 
片栗粉 
 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・80グラム 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・少々 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・少々 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・少々 
 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・20グラム 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・少々 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・800㏄ 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・20㏄ 
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え
　
と
 

絹さや 
ユズ（皮） 
だし汁 
しょうゆ 



                
経
済
産
業
省
で
は
、
「
平
成
17 
年
工
業
統
計
調

査
」
を
実
施
し
ま
す
。
 

こ
の
調
査
は
、
製
造
業
を
営
む
す
べ
て
の
事
業

所
を
対
象
に
、
そ
の
活
動
内
容
を
明
ら
か
に
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
 

調
査
結
果
は
、
行
政
施
策
の
基
礎
資
料
や
企
業
、

大
学
等
の
研
究
資
料
と
し
て
活
用
し
、
調
査
内
容

は
統
計
以
外
の
目
的
に
は
使
用
さ
れ
ま
せ
ん
。
 

調
査
員
が
１
月
中
旬
か
ら
調
査
に
伺
い
ま
す
の

で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

問
い
合
わ
せ
／
広
報
行
政
課
 

   
町
内
で
事
業
を
営
ん
で
い
る
法
人
や
個
人
で
、

償
却
資
産
を
所
有
し
て
い
る
人
は
、
１
月
１
日
現

在
の
所
有
状
況
を
１
月
31
日
c
ま
で
に
税
務
課
へ

申
告
し
て
く
だ
さ
い
。
 

ま
た
、
平
成
17 
年
中
に
給
料
や
賃
金
な
ど
の
給

与
を
支
払
っ
た
事
業
主
は
、
金
額
の
多
少
に
か
か

わ
ら
ず
給
与
支
払
報
告
書
を
受
給
者
の
平
成
18 
年

１
月
１
日
現
在
の
住
所
地
の
市
区
町
村
へ
１
月
31

日
c
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
 

問
い
合
わ
せ
／
税
務
課
 

  
町
で
は
、
す
べ
て
の
人
々
が
、
人
権
問
題
を
自

分
自
身
に
か
か
わ
る
問
題
と
し
て
、
自
己
を
尊
重

し
、
他
者
を
尊
重
す
る
人
権
意
識
を
少
し
で
も
高

め
て
い
た
だ
く
た
め
に
人
権
啓
発
研
修
会
を
お
こ

な
い
ま
す
。
多
数
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
 

日
時
／
１
月
19 
日
e
　
午
後
2
時
〜
4
時
 

場
所
／
町
役
場
5
階
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル
 

内
容
／
講
演
「
い
ま
一
度
同
和
問
題
を
考
え
る
」

講
師
…
長
岡
京
市
社
会
同
和
教
育
指
導
員
　

永
武
一
紀
さ
ん
 

費
用
／
無
料
 

定
員
／
１
5
0
人
 

問
い
合
わ
せ
／
社
会
福
祉
課
 

  
あ
な
た
の
血
液
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
医
療
現
場
で
、

心
か
ら
待
た
れ
て
い
ま
す
。
 

献
血
は
、
16 
歳
か
ら
69
歳
ま
で
幅
広
い
層
に
で

き
る
、
身
近
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。
み
な
さ
ん

の
積
極
的
な
ご
協
力
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
 

輸
血
用
血
液
の
安
全
性
の
向
上
の
た
め
、
本
人

確
認
が
で
き
る
も
の
（
運
転
免
許
証
、
健
康
保
険

証
な
ど
）
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
海
外
渡

航
経
験
の
あ
る
人
は
献
血
が
で
き
な
い
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
 

詳
し
く
は
、
京
都
府
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー
1

0
7
5
（
5
3
１
）
0
１
１
１
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。
 

日
時
／
１
月
17 
日
c
　
①
午
前
10 
時
〜
午
後
0
時

15 
分
　
②
午
後
2
時
〜
3
時
30
分
 

場
所
／
①
ゆ
う
ホ
ー
ル
　
②
中
央
公
民
館
 

問
い
合
わ
せ
／
長
寿
健
康
課
 

  
ヘ
ル
ス
サ
ポ
ー
タ
ー
と
は
、
「
自
分
の
か
ら
だ

を
今
一
度
見
直
し
、
問
題
点
を
見
い
だ
し
、
日
常

生
活
の
な
か
で
健
康
づ
く
り
を
実
践
し
、
自
分
自

身
の
健
康
を
し
っ
か
り
定
着
さ
せ
る
人
」
を
い
い

ま
す
。
 

町
食
生
活
改
善
推
進
員
協
議
会
「
久
味
の
会
」

で
は
、
「
自
分
の
健
康
は
自
分
で
守
る
」
こ
と
を
 

目
的
と
し
た
ヘ
ル
ス
サ
ポ
ー
タ
ー
の
養
成
講
座
を
 

                           

開
き
ま
す
。
 

日
時
／
１
月
23
日
b
　
午
前
10 
時
〜
午
後
2
時
 

場
所
／
保
健
セ
ン
タ
ー
 

対
象
／
町
内
在
住
の
人
 

内
容
／
調
理
実
習
、
講
話
、
簡
単
健
康
チ
ェ
ッ
ク
、

軽
体
操
な
ど
 

費
用
／
2
0
0
円
（
材
料
費
と
テ
キ
ス
ト
代
）
 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
１
月
4
日
d
か
ら
13 

日
f
ま
で
の
間
に
長
寿
健
康
課
へ
。
電
話
可
 

工
業
統
計
調
査
に
ご
協
力
を
 

献
血
に
ご
協
力
を
 

償
却
資
産
申
告
書
・
給
与
支
払
 

報
告
書
は
１
月
31
日
ま
で
に
 

人
権
啓
発
研
修
会
 

ヘ
ル
ス
サ
ポ
ー
タ
ー
21
 

　休日・夜間の電話相談などで「すぐに病院 
で診察を受けた方がよい」と言われたお子さ 
んを受け入れられるように、下表のとおり山 
城北保健所管内の3病院で小児科医が当直す 
る体制が整備されました。 

▼電話相談とは 
　全国統一番号の【＃8000】に電話を 
すると、府内の病院の小児担当看護師 
または小児科医が電話相談に対応しま 
す。 
相談時間／午後7時～11時　年中無休 

　　（土曜日は午後3時～午後11時）　 
※携帯電話およびダイヤル回線からか 
　けるときは1 075（661）5596へ。 

受け入れ時間帯 
月～土曜日／午前8時～午後8時 
日曜日・祝日／午前8時～翌日午 
　　前8時 ※●の病院が優先的に対応し、○の病院が補います。 

宇治徳洲会病院 
 

第二岡本総合病院 
 

田 辺 中 央 病 院 

病 院 名  月 火 水 木 金 土 

○ ● ● ● ○ ○ ○ 

● ● 

● ● 

日 
・ 
祝 

0774（20）1111 

 

0774（44）4511 

 

0774（63）1111

13

12006
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予
防
接
種
法
施
行
令
の
 

一
部
改
正
に
よ
り
、
麻
し
 

ん
お
よ
び
風
し
ん
の
接
種
 

の
受
け
方
が
、
左
表
の
よ
 

う
に
変
わ
り
ま
す
。
 

　
１
歳
の
誕
生
日
を
過
ぎ
た
お
子
さ
ん
は
、
で
き

る
だ
け
早
め
に
麻
し
ん
・
風
し
ん
ワ
ク
チ
ン
接
種

を
済
ま
せ
ま
し
ょ
う
。
 

              問
い
合
わ
せ
／
長
寿
健
康
課
 

  
町
で
は
、
高
齢
者
が
い
つ
ま
で
も
元
気
で
暮
ら

せ
る
よ
う
に
、
音
楽
に
あ
わ
せ
た
体
操
な
ど
を
お

こ
な
う
教
室
を
開
き
ま
す
。
申
し
込
み
は
い
り
ま

せ
ん
。
み
な
さ
ん
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、
お
気

軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
 

日
時
／
１
月
10 
日
c
　
午
後
１
時
30
分
か
ら
 

場
所
／
東
佐
山
団
地
集
会
室
 

内
容
／
歌
・
体
操
・
健
康
相
談
な
ど
 

問
い
合
わ
せ
／
長
寿
健
康
課
 

  
老
人
保
健
で
は
、
１
か
月
の
医
療
費
の
自
己
負

担
額
が
高
額
に
な
っ
た
場
合
、
左
表
の
自
己
負
担

限
度
額
を
超
え
た
分
を
、
申
請
に
よ
り
給
付
す
る

制
度
が
あ
り
ま
す
。
 

該
当
さ
れ
る
人
に
は
通
知
を
し
ま
す
の
で
、
老

人
保
健
受
給
者
証
と
健
康
保
険
証
、
印
鑑
、
預
貯

金
通
帳
を
ご
持
参
の
う
え
、
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

す
で
に
申
請
さ
れ
た
人
は
、
再
申
請
の
必
要
は
あ

り
ま
せ
ん
。
 

▼
自
己
負
担
限
度
額
 

              ※
入
院
の
場
合
、
１
か
月
の
一
部
負
担
金
は
限
度

額
ま
で
の
負
担
と
な
り
ま
す
。
入
院
時
の
食
事

代
や
差
額
ベ
ッ
ド
代
な
ど
は
、
支
給
対
象
と
な

り
ま
せ
ん
。
 

問
い
合
わ
せ
／
国
保
医
療
課
 

  
20
歳
に
な
る
と
学
生
を
は
じ
め
、
農
業
や
自
営

業
、
そ
し
て
無
職
の
人
も
全
員
が
国
民
年
金
に
加

入
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
 

勤
務
先
で
手
続
き
を
さ
れ
る
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
以

外
の
人
は
、
加
入
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
 

20
歳
か
ら
60
歳
ま
で
の
40
年
間
に
最
低
25
年
以

上
保
険
料
を
納
め
る
と
、
65
歳
か
ら
老
齢
基
礎
年

金
が
受
給
で
き
ま
す
。
 

無
職
な
ど
で
、
ど
う
し
て
も
保
険
料
が
納
め
ら

れ
な
い
場
合
は
「
免
除
申
請
」
、学
生
の
人
に
は

「
学
生
納
付
特
例
」
の
制
度
が
あ
り
ま
す
。
た
だ

し
、
い
ず
れ
も
所
得
審
査
が
あ
り
ま
す
。
 

問
い
合
わ
せ
／
住
民
課
 

   
犬
や
猫
な
ど
の
ペ
ッ
ト
は
、
愛
情
と
責
任
を
持

っ
て
飼
い
ま
し
ょ
う
。
そ
し
て
、
他
人
に
迷
惑
を

か
け
な
い
こ
と
は
、
犬
を
飼
う
う
え
で
の
大
切
な

モ
ラ
ル
で
す
。
飼
い
主
の
み
な
さ
ん
は
、
次
の
こ

と
を
守
り
ま
し
ょ
う
。
 

・
犬
は
つ
な
い
で
飼
い
ま
し
ょ
う
。
散
歩
の
と
き

も
必
ず
つ
な
ぎ
ま
し
ょ
う
。
 

・
犬
の
散
歩
に
は
フ
ン
を
と
る
用
具
（
紙
、
ビ
ニ

ー
ル
袋
、
ス
コ
ッ
プ
な
ど
）
を
必
ず
携
帯
し
、

犬
が
散
歩
中
に
し
た
フ
ン
は
、
自
宅
に
持
ち
帰

っ
て
処
理
し
ま
し
ょ
う
。
 

・
飼
い
主
が
拾
え
な
い
場
所
で
は
フ
ン
を
さ
せ
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
 

・
ト
イ
レ
の
し
つ
け
を
し
て
、
散
歩
時
に
フ
ン
を

し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
 

〈
フ
ン
の
と
り
方
〉
 

フ
ン
の
上
に
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
を
か
ぶ
せ

ま
す
。
ビ
ニ
ー
ル
袋
を
手
袋
の
よ
う
に
し
て
フ
ン

を
つ
か
み
、
袋
を
反
転
し
て
口
を
し
ば
れ
ば
簡
単

に
拾
え
ま
す
。
 

ど
う
し
て
も
飼
え
な
く
な
っ
た
犬
や
猫
は
、
環

境
保
全
課
に
連
れ
て
来
て
く
だ
さ
い
。
 

日
時
・
場
所
／
環
境
保
全
課
…
毎
週
火
曜
日
（
3

日
を
除
く
）
　
午
後
2
時
10 
分
〜
2
時
20
分

府
山
城
北
保
健
所
…
毎
週
月
曜
日
（
祝
日
を

除
く
）
　
午
前
9
時
〜
10 
時
30
分
 

問
い
合
わ
せ
／
環
境
保
全
課
 

           
ご
み
を
焼
却
（
野
焼
き
）
す
る
と
、
有
害
な
ガ

ス
の
発
生
や
洗
濯
物
が
汚
れ
る
な
ど
、
付
近
に
大

変
な
迷
惑
と
な
る
こ
と
か
ら
、
法
律
や
条
例
で
固

く
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

清
潔
な
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
、
ご
み
は
燃
や
さ

ず
分
別
し
て
、
定
期
収
集
日
に
出
す
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。
 

問
い
合
わ
せ
／
環
境
保
全
課
 

  
保
育
所
の
遊
戯
室
や
園
庭
に
親
子
が
気
軽
に
集

ま
っ
て
、
一
緒
に
遊
び
な
が
ら
子
育
て
の
情
報
交

換
や
交
流
を
し
ま
す
。
校
区
に
関
係
な
く
、
ど
の

保
育
所
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
申
し
込
み
は
い
り

ま
せ
ん
。
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
 

日
時
／
１
月
12 
日
e
　
午
前
10 
時
〜
11 
時
30
分
 

場
所
／
佐
山
・
御
牧
・
宮
ノ
後
保
育
所
 

内
容
／
お
正
月
遊
び
 

対
象
／
町
内
在
住
の
乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者
 

持
ち
物
／
着
替
え
・
水
筒
 

問
い
合
わ
せ
／
各
保
育
所
 

　
　
佐
山
1
0
7
7
4
（
4
3
）
2
9
7
0
 

　
　
御
牧
1
0
7
5
（
6
3
１
）
2
4
7
5
　
 

　
　
宮
ノ
後
1
0
7
7
4
（
4
3
）
4
9
0
6

麻
し
ん
、
風
し
ん
の
 

予
防
接
種
が
変
わ
り
ま
す
 

20
歳
の
み
な
さ
ん
へ
 

ひ
だ
ま
り
ク
ラ
ブ
 

ペ
ッ
ト
は
愛
情
を
持
っ
て
 

飼
い
ま
し
ょ
う
 

野
焼
き
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
 

老
人
保
健
の
高
額
医
療
費
 

ス
キ
ッ
プ
広
場
 

72,300円（医療費が361,5 
00円を超えた場合は、超え 
た分の１％を加算） 
　過去12か月間に4回以上 
高額医療費の支給があった 
場合4回目以降は40,200円 

所得区分 
自己負担限度額 

 外来 
（個人ごと） （外来＋入院） 

一定以上の所得 
がある人 
（定率2割負担） 

40,200円 

Ⅱ 

Ⅰ 

一般 
（定率1割負担） 12,000円 40,200円 

低所得者 
（住民税非課 
税世帯など） 
定率1割負担 

8,000円 
24,600円 

15,000円 

第1期／1歳から 
　　　　2歳未満 
第2期／小学校入学 
前1年間（平成18年 
 3月31日までに麻し 
ん、風しんの予防接 
種を両方またはいず 
れかを受けた人、自 
然にかかった人を除 
く） 

平成18年3月31日まで 

変更内容 

対象ワクチン 

接種回数 

対 象 者 

平成18年4月1日から 

麻しん風しん混合 

各期1回 

麻しん 

1回 

風しん 

1回 

1歳から 
　　7歳6か月 
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町
立
保
育
所
の
入
所
申
し
込
み
を
受
け
付
け
し

ま
す
。
 

詳
し
く
は
、
現
在
配
布
中
の
「
18 
年
度
保
育
所

入
所
の
手
引
き
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
 

受
付
期
間
／
１
月
16 
日
b
〜
20
日
f
 

受
付
場
所
／
学
校
教
育
課
 

手
引
き
配
布
場
所
／
各
保
育
所
、
学
校
教
育
課
 

問
い
合
わ
せ
／
学
校
教
育
課
 

   
平
成
18 
年
度
の
町
立
学
校
体
育
施
設
（
体
育
館
・

グ
ラ
ウ
ン
ド
）
使
用
団
体
の
登
録
を
受
け
付
け
し

ま
す
。
 

前
年
度
に
登
録
さ
れ
た
団
体
も
再
登
録
が
必
要

で
す
。
 

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
の
10 
人
以
上
で
構
成
さ

れ
、
継
続
的
に
使
用
さ
れ
る
団
体
 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
１
月
4
日
d
か
ら
社

会
教
育
課
へ
。
 

※
有
料
ス
ポ
ー
ツ
施
設
使
用
団
体
の
登
録
受
け
付

け
は
、
17 
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。
 

  
今
年
20
歳
を
迎
え
る
新
成
人
を
祝
う
成
人
式
を

お
こ
な
い
ま
す
。
新
成
人
の
み
な
さ
ん
、
ぜ
ひ
ご

参
加
く
だ
さ
い
。
 

日
時
／
１
月
9
日
-
　
午
前
11 
時
か
ら
（
午
前
10 

時
30
分
か
ら
受
け
付
け
）
 

場
所
／
中
央
公
民
館
 

対
象
／
昭
和
60
年
4
月
2
日
か
ら
昭
和
61
年
4
月

１
日
ま
で
の
間
に
生
ま
れ
た
人
 

※
対
象
者
に
は
、
12 
月
中
旬
に
案
内
を
送
付
し
て

い
ま
す
。
届
い
て
い
な
い
人
は
、
社
会
教
育
課

へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
 

  ▼
水
道
管
の
凍
結
に
ご
注
意
を
 

水
道
管
は
、
気
温
が
マ
イ
ナ
ス
4
℃
以
下
に
な

る
と
凍
っ
て
破
損
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
特
に

水
道
管
が
む
き
出
し
に
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
や
風

当
た
り
の
強
い
と
こ
ろ
は
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
 

○
凍
結
を
防
ぐ
に
は
 

水
道
管
や
蛇
口
に
ス
ポ
ン
ジ
や
タ
オ
ル
な
ど
の

保
温
材
を
巻
き
つ
け
、
ぬ
れ
な
い
よ
う
に
そ
の
上

か
ら
ビ
ニ
ー
ル
テ
ー
プ
な
ど
を
巻
い
て
く
だ
さ
い
。
 

○
凍
っ
て
水
が
出
な
い
と
き
は
 

蛇
口
を
全
開
に
し
て
、
凍
っ
た
部
分
に
タ
オ
ル

な
ど
を
か
ぶ
せ
て
、
ぬ
る
ま
湯
を
ゆ
っ
く
り
か
け

て
溶
か
し
て
く
だ
さ
い
。
急
に
熱
湯
を
か
け
た
り

す
る
と
ひ
び
割
れ
や
破
裂
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
 

○
水
道
管
が
破
裂
し
た
と
き
 

止
水
栓
（
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
内
）
を
閉
め
て
、

町
指
定
給
水
工
事
事
業
者
に
修
理
を
依
頼
し
て
く

だ
さ
い
。
 

▼
定
期
的
な
メ
ー
タ
ー
確
認
を
 

検
針
は
2
か
月
に
一
度
（
奇
数
月
）
で
す
。
ご

家
庭
で
定
期
的
に
メ
ー
タ
ー
を
確
認
さ
れ
る
こ
と

で
漏
水
の
早
期
発
見
に
つ
な
が
り
ま
す
。
ご
家
庭

内
の
漏
水
修
理
は
、
町
指
定
給
水
工
事
事
業
者
に

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
漏
水
修
理
に
か
か
る
費

用
は
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。
 

▼
検
針
に
ご
協
力
を
 

　
検
針
時
に
は
メ
ー
タ
ー
ボ
 

ッ
ク
ス
の
上
や
周
辺
に
物
を
 

置
か
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
 

さ
い
。
ま
た
犬
は
メ
ー
タ
ー
 

か
ら
離
れ
た
場
所
に
つ
な
い
 

で
く
だ
さ
い
。
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

▼
お
支
払
い
は
口
座
振
替
で
 

上
下
水
道
料
金
の
お
支
払
い
は
便
利
な
口
座
振

替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
口
座
振
替
依
頼
書
は
、

町
内
の
各
金
融
機
関
と
町
役
場
に
あ
り
ま
す
。
 

▼
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
 

 
お
支
払
い
が
で
き
ま
す
 

上
下
水
道
料
金
の
お
支
払
い
が
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン

ス
ス
ト
ア
で
も
で
き
、
24
時
間
お
支
払
い
が
可
能

で
す
。
利
用
で
き
る
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
は
、

納
付
書
（
ハ
ガ
キ
サ
イ
ズ
）
の
裏
面
に
記
載
し
て

い
ま
す
。
 

問
い
合
わ
せ
／
水
道
課
 

    【
無
料
法
律
相
談
】
 

１
月
19 
日
e
　
午
後
１
時
〜
3
時
　
役
場
庁
舎
１

階
相
談
室
１
　
定
員
6
人
（
先
着
順
）
 

※
申
し
込
み
は
１
月
4
日
d
か
ら
広
報
行
政
課
へ
。
 

【
行
政
・
人
権
擁
護
相
談
】
 

１
月
17 
日
c
　
午
前
10 
時
〜
午
後
3
時
　
役
場
庁

舎
1
階
相
談
室
1
 

【
す
こ
や
か
養
育
相
談
】
 

１
月
19 
日
e
　
午
後
１
時
〜
4
時
　
佐
山
・
御
牧
・

宮
ノ
後
保
育
所
 

▽
電
話
相
談
 

毎
週
木
曜
日
　
午
前
11 
時
〜
午
後
4
時
 

佐
山
保
育
所
1
0
7
7
4
（
4
3
）
2
9
7
0
 

御
牧
保
育
所
1
0
7
5
（
6
3
１
）
2
4
7
5
 

宮
ノ
後
保
育
所
1
0
7
7
4
（
4
3
）
4
9
0
6
 

【
女
性
の
た
め
の
相
談
】
 

１
月
10 
日
c
・
24
日
c
　
午
前
10 
時
〜
午
後
１
時

中
央
公
民
館
１
階
教
養
室
3
号
 

※
面
談
・
電
話
相
談
と
も
に
前
日
ま
で
に
社
会
教

育
課
に
申
し
込
み
が
必
要
（
定
員
に
満
た
な
い

場
合
は
当
日
も
受
け
付
け
ま
す
）
 

【
心
配
ご
と
相
談
】
（
町
社
会
福
祉
協
議
会
）
 

１
月
12 
日
e
・
26
日
e
　
午
後
１
時
〜
4
時
　
地

域
福
祉
セ
ン
タ
ー
 

▽
ふ
れ
あ
い
テ
レ
ホ
ン
相
談
 

相
談
専
用
電
話
1
0
7
5
（
6
3
1
）
3
4
2
1
 

相
談
時
間
　
午
前
9
時
〜
午
後
5
時
 

【
交
通
事
故
巡
回
相
談
】
（
京
都
府
）
 

１
月
11 
日
d
・
25
日
d
　
午
前
9
時
〜
午
後
4
時
 

宇
治
総
合
庁
舎
1
0
7
7
4
（
2
１
）
2
１
0
１
 

    【
連
絡
先
】
 

　
　
町
社
会
福
祉
協
議
会
 

　
　
1
0
7
5
（
6
3
１
）
0
0
2
2
 

【
譲
っ
て
く
だ
さ
い
】
 

　
　
▽
車
い
す
 

多
く
の
人
が
お
待
ち
で
す
。
ぜ
ひ
、
ご
協
力
く

だ
さ
い
。
 

     【
休
苑
日
】
土
曜
日
の
午
後
・
日
曜
日
・
祝
日
 

【
入
浴
日
時
】
 

　
　
毎
週
月
・
水
・
金
曜
日
（
休
苑
日
除
く
）
 

　
　
午
後
１
時
〜
3
時
 

水
道
課
か
ら
の
お
知
ら
せ
 

成
人
式
 

保
育
所
入
所
申
し
込
み
 

町
立
学
校
体
育
施
設
 

使
用
団
体
の
登
録
 

〈12月1日現在〉 

総人口 
男　性 
女　性 
世帯数 

1 7 , 2 1 1人　 
8 , 5 6 7人　 
8 , 6 4 4人　 
6 , 5 5 6世帯 

〈11月中の動き〉 

出　生 
死　亡 
転　入 
転　出 

1 6人　 
9人　 
6 8人　 
7 1人　 

（
前
月
比
／
増
４
人
）
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          〈
申
し
込
み
と
費
用
〉
 

各
教
室
の
参
加
申
し
込
み
は
、
来
館
ま
た
は
電

話
で
参
加
者
本
人
か
そ
の
保
護
者
な
ど
が
お
こ
な

っ
て
く
だ
さ
い
。
定
員
に
な
り
次
第
、
締
め
切
り

ま
す
。
 

費
用
は
１
月
9
日
-
（
9
日
ま
で
の
教
室
に
つ

い
て
は
開
催
日
の
前
日
）
ま
で
に
ゆ
う
ホ
ー
ル
窓

口
（
午
前
9
時
〜
午
後
8
時
）
へ
お
支
払
い
く
だ

さ
い
。
費
用
の
記
載
が
な
い
教
室
は
無
料
で
す
。
 

  ▼
初
め
て
の
エ
ク
セ
ル
 

日
時
／
１
月
17 
日
c
・
18 
日
d
・
19 
日
e
（
3
回

コ
ー
ス
）
　
午
後
１
時
30
分
〜
3
時
30
分
 

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
18 
歳
以
上
の
人
 

内
容
／
初
心
者
向
け
の
エ
ク
セ
ル
教
室
で
す
。
 

定
員
／
16 
人
 

費
用
／
2
，
0
0
0
円
（
資
料
代
含
む
）
 

▼
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
入
門
 

日
時
／
１
月
19 
日
e
・
20
日
f
・
21
日
g
・
22
日

a
（
4
回
コ
ー
ス
）
　
午
前
9
時
30
分
〜
11 

時
30
分
 

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
18 
歳
以
上
の
人
 

内
容
／
初
心
者
向
け
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
教
室
で

す
。
 

定
員
／
16 
人
 

費
用
／
3
，
0
0
0
円
（
資
料
代
含
む
）
 

▼
パ
ソ
コ
ン
自
習
教
室
 

日
時
／
１
月
11 
日
d
・
27
日
f
　
午
後
１
時
〜
4

時
　
19 
日
e
　
午
後
5
時
〜
8
時
　
25
日
d

午
前
9
時
〜
正
午
 

対
象
／
今
ま
で
に
ゆ
う
ホ
ー
ル
の
パ
ソ
コ
ン
教
室

を
受
講
し
た
人
 

内
容
／
教
室
の
パ
ソ
コ
ン
で
、
受
講
内
容
を
自
由

に
自
習
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
わ
か
ら
な
い

こ
と
は
、
指
導
員
が
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。
 

定
員
／
16 
人
 

費
用
／
3
0
0
円
 

               日
時
／
１
月
14 
日
g
　
午
前
9
時
30
分
〜
11 
時
 

対
象
／
町
内
在
住
の
小
学
2
〜
6
年
生
 

内
容
／
漢
字
に
慣
れ
親
し
み
、
文
字
を
て
い
ね
い

に
書
く
こ
と
を
学
び
ま
す
。
 

定
員
／
20
人
 

  日
時
／
１
月
11 
日
d
・
25
日
d
　
午
前
10 
時
〜
11 

時
30
分
 

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
お
お
む
ね
50
歳
以
上

の
人
 

内
容
／
先
生
の
ピ
ア
ノ
に
あ
わ
せ
て
、
童
謡
な
ど

を
楽
し
く
歌
い
ま
す
。
 

定
員
／
各
60
人
。
申
し
込
み
は
い
り
ま
せ
ん
。
当

日
、
直
接
お
越
し
く
だ
さ
い
。
 

費
用
／
資
料
代
の
み
必
要
で
す
。
 

  日
時
／
１
月
11 
日
d
・
25
日
d
　
午
後
１
時
30
分

〜
4
時
 

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
18 
歳
以
上
の
人
 

内
容
／
自
然
・
紀
行
・
映
画
な
ど
の
ビ
デ
オ
を
鑑

賞
し
ま
す
。
今
回
は
「
世
界
遺
産
」
な
ど
で

す
。
 

定
員
／
各
25
人
 

  日
時
／
１
月
28
日
g
　
午
前
8
時
50
分
〜
午
後
3

時
 

対
象
／
町
内
在
住
で
小
学
生
以
上
の
人
 

内
容
／
古
川
・
宇
治
川
・
木
津
川
に
暮
ら
す
野
鳥

の
観
察
を
し
ま
す
。
 

定
員
／
20
人
 

  日
時
／
１
月
21
日
g
　
①
午
前
9
時
〜
正
午
　
②

午
後
１
時
30
分
〜
4
時
30
分
 

※
①
・
②
か
ら
選
ん
で
く
だ
さ
い
。
 

対
象
／
町
内
在
住
の
小
学
１
〜
3
年
生
 

内
容
／
紙
を
使
っ
て
工
作
を
し
ま
す
。
 

定
員
／
各
10 
人
 

費
用
／
１
0
0
円
 

  日
時
／
１
月
8
日
a
　
①
午
前
10 
時
〜
正
午
　
②

午
後
2
時
〜
4
時
 

※
①
・
②
か
ら
選
ん
で
く
だ
さ
い
。
 

対
象
／
町
内
在
住
の
小
学
１
〜
3
年
生
と
そ
の
保

護
者
 

内
容
／
ふ
り
こ
の
不
思
議
を
さ
ぐ
り
ま
す
。
 

定
員
／
各
8
組
 

  日
時
／
１
月
7
日
g
　
午
前
10 
時
〜
正
午
 

対
象
／
町
内
在
住
の
小
学
4
〜
6
年
生
 

内
容
／
ふ
り
こ
の
不
思
議
を
さ
ぐ
り
ま
す
。
 

定
員
／
16 
人
 

  日
時
／
１
月
7
日
g
　
午
後
6
時
30
分
〜
7
時
30

分
　
21
日
g
・
28
日
g
　
午
後
8
時
30
分
〜

9
時
30
分
　
（
受
け
付
け
は
終
了
時
間
の
30

分
前
ま
で
）
 

対
象
／
星
空
に
興
味
の
あ
る
人
な
ら
、
だ
れ
で
も

参
加
で
き
ま
す
。
小
学
生
以
下
の
人
は
、
保

護
者
同
伴
で
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。
 

内
容
／
天
体
望
遠
鏡
で
星
空
の
観
察
を
し
ま
す
。
 

             日
時
／
１
月
22
日
a
　
午
前
9
時
〜
正
午
 

対
象
／
町
内
在
住
の
小
学
4
〜
6
年
生
 

内
容
／
紙
を
使
っ
て
工
作
を
し
ま
す
。
 

定
員
／
16 
人
 

費
用
／
１
0
0
円
 

パ
ソ
コ
ン
教
室
 

漢
字
の
達
人
教
室
 

童
謡
を
楽
し
む
会
 

身
近
な
野
鳥
観
察
会
 

基
礎
か
ら
の
工
作
教
室
 

親
子
で
科
学
体
験
教
室
 

小
学
生
工
作
教
室
 

大
人
ビ
デ
オ
鑑
賞
教
室
 

小
学
生
科
学
教
室
 

週
末
の
星
空
観
察
会
 

申込は1月5日E

午前9時から 

【休館日】 
毎週月曜日 

（祝日の場合は、その翌日）  

10774（45）0002

5日Eから開館します。 
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文化スポーツ事業団の各施設は、１月４日Dまで休館します。ご了承ください。 

広報くみやま 平成18年1月1日 



         日
時
／
①
１
月
15 
日
a
　
午
前
10 
時
か
ら
 

 
②
１
月
16 
日
b
　
午
後
7
時
か
ら
 

※
①
・
②
か
ら
選
ん
で
く
だ
さ
い
。
電
話
不
可
 

対
象
／
15 
歳
以
上
の
人
（
中
学
生
は
不
可
）
 

内
容
／
体
育
館
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機
器
の
使
用
方

法
な
ど
を
学
び
、
機
器
を
利
用
す
る
た
め
に

必
要
な
講
習
会
で
す
。
 

定
員
／
各
15 
人
（
先
着
順
）
 

費
用
／
5
0
0
円
 

  日
時
／
１
月
10 
日
c
　
午
後
6
時
30
分
〜
8
時
30

分
　
１
月
26
日
e
　
午
前
10 
時
〜
正
午
 

対
象
／
機
器
使
用
講
習
会
を
受
講
し
た
人
 

内
容
／
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
正
し
い
機

器
使
用
方
法
な
ど
、
体
育
館
の
ス
タ
ッ
フ
が

ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
す
。
申
し
込
み
は
い
り
ま

せ
ん
。
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
 

  日
時
／
①
１
月
14 
日
g
・
②
28
日
g
　
午
前
9
時

〜
正
午
 

種
目
／
①
小
学
生
用
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
、
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
卓
球
　
②
小
学
生
用
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、
ソ
フ
ト

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
、
バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス
 

内
容
／
メ
イ
ン
ア
リ
ー
ナ
を
無
料
で
開
放
し
ま
す
。

申
し
込
み
は
い
り
ま
せ
ん
。
お
気
軽
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。
 

     日
程
／
2
月
3
日
〜
3
月
10 
日
ま
で
の
毎
週
金
曜

日
（
6
回
コ
ー
ス
）
　
午
後
１
時
30
分
〜
3

時
 

対
象
／
18 
歳
以
上
の
人
（
高
校
生
は
不
可
）
 

内
容
／
太
極
拳
を
初
歩
か
ら
学
び
ま
す
。
 

定
員
／
30
人
（
先
着
順
）
 

受
講
料
／
2
，
0
0
0
円
 

  日
程
／
2
月
4
日
〜
3
月
11 
日
ま
で
の
毎
週
土
曜

日
（
6
回
コ
ー
ス
）
　
午
後
１
時
30
分
〜
3

時
30
分
 

対
象
／
町
内
在
住
の
小
学
4
〜
6
年
生
 

定
員
／
30
人
（
先
着
順
）
 

   
平
成
18 
年
度
の
有
料
ス
ポ
ー
ツ
施
設
使
用
団
体

の
登
録
を
受
け
付
け
し
ま
す
。
前
年
度
に
登
録
さ

れ
た
団
体
も
再
登
録
が
必
要
で
す
。
 

対
象
施
設
／
総
合
体
育
館
、
中
央
公
園
（
野
球
場
・

庭
球
場
）、
木
津
川
河
川
敷
運
動
広
場
（
野

球
場
・
球
技
場
）
、
町
民
プ
ー
ル
前
庭
球
場
 

資
格
／
町
内
在
住
・
在
勤
の
10 
人
以
上
で
構
成
さ

れ
、
継
続
的
に
使
用
さ
れ
る
団
体
 

申
し
込
み
／
１
月
5
日
e
か
ら
31
日
c
ま
で
の
間

に
総
合
体
育
館
へ
。
 

※
町
立
学
校
体
育
施
設
使
用
団
体
の
受
け
付
け
は
、

15 
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。
 

         日
時
／
１
月
23
日
b
　
午
後
１
時
30
分
〜
3
時
30

分
 

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
18 
歳
以
上
の
人
 

内
容
／
セ
ー
タ
ー
の
胸
元
や
ス
ー
ツ
の
襟
先
に
映

え
る
パ
ー
ル
ビ
ー
ズ
の
ブ
ロ
ー
チ
を
作
り
ま
す
。
 

講
師
／
奥
谷
昌
美
さ
ん
 

定
員
／
20
人
 

費
用
／
１
，
0
0
0
円
 

  日
時
／
１
月
27
日
f
　
午
前
9
時
30
分
〜
正
午
 

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
18 
歳
以
上
の
人
 

内
容
／
冬
の
寒
さ
を
乗
り
切
る
た
め
の
献
立
〔
ピ

ビ
ン
バ
、
雑
菜
（
チ
ャ
プ
チ
ェ
）
、
ワ
カ
メ
ス
 

              

　
　
ー
プ
な
ど
〕
と
健
康
を
考
え
ま
す
。
 

講
師
／
木
下
穂
支
子
さ
ん
 

定
員
／
20
人
 

費
用
／
8
0
0
円
 

  日
時
／
１
月
31
日
c
　
午
後
6
時
30
分
〜
9
時
 

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
18 
歳
以
上
の
人
 

内
容
／
プ
ロ
か
ら
バ
レ
ン
タ
イ
ン
ケ
ー
キ
の
作
り

方
を
学
び
ま
す
。
 

講
師
／
松
尾
伊
左
男
さ
ん
 

定
員
／
20
人
 

費
用
／
１
，
5
0
0
円
 

  日
時
／
2
月
3
日
f
　
午
前
10 
時
〜
正
午
 

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
18 
歳
以
上
の
人
 

内
容
／
季
節
の
野
菜
（
白
菜
、
大
根
、
キ
ュ
ウ
リ
）

で
、
保
存
食
の
作
り
方
を
学
び
ま
す
。
 

講
師
／
内
田
公
昭
さ
ん
 

定
員
／
20
人
 

費
用
／
8
0
0
円
 

体
育
館
開
放
ス
ポ
ー
ツ
デ
ー
 

太
極
拳
教
室
 

小
学
生
卓
球
教
室
 

ビ
ー
ズ
ア
ク
セ
サ
リ
ー
教
室
 

有
料
ス
ポ
ー
ツ
施
設
 

使
用
団
体
の
登
録
 

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
相
談
日
 

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機
器
使
用
講
習
会
 

キ
ム
チ
漬
け
教
室
 

冬
の
健
康
食
教
室
 

バ
レ
ン
タ
イ
ン
ケ
ー
キ
教
室
 

申込は1月5日E

午前9時から 

【休館日】 
毎週水曜日 

10774（44）3700

申込は1月5日E

午前9時から 

【休館日】 
毎週水曜日 

1075（631）1000

5日Eから開館します。 

5日Eから開館します。 

　世界中の子どもたちに愛された不朽 
の名作ファンタジー「ピーターパン」を 
さわやかな生演奏と美しい影絵で楽し 
みませんか。 
 
 
 
 
 
 
 
 
日　時／2月25日g　午後2時開演 
場　所／中央公民館ホール 
入場料／前売券、当日券とも全席自由席 
　　前売券：子ども　300円 
　　　　　（3歳以上中学生以下） 
　　　　　　大　人　500円 
　　当日券：子ども　500円 
　　　　　　大　人　700円 
※入場券は、１月19日eから、ゆうホ 
　ール・総合体育館・中央公民館で販 
　売します。 
主　催／7久御山町文化スポーツ事業団 

17
総合体育館は、館内の定期清掃のため３月7日Cは臨時休館します。ご了承ください。 
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保健予防のコーナー 

10か月児健診（12月21日）で 
見つけたかわいい笑顔です。 

写真を差しあげます。 

広報行政課へお越しくだ 

さい。 

町公共機関電話番号 
■役場（代表） 
　1 075（631）6111/0774（45）0001 
　6 075（632）1899 
■各課（直通） 
　総　務　課　631－9991/45－3922 
　企画財政課　631－9992/45－3924 
　広報行政課　631－9993/45－3926 
　税　務　課　631－9926/45－3908 
　社会福祉課　631－9902/45－3902 
　長寿健康課　631－9903/45－3904 
　住　民　課　631－9904/45－3905 
　国保医療課　631－9913/45－3906

環境保全課　631－9917/45－3907 
監　理　課　631－9952/45－3910 
道路河川課　631－9961/45－3912 
産　業　課　631－9964/45－3914 
都市計画課　631－9966/45－3915 
学校教育課　631－9974/45－3917 
社会教育課　631－9980/45－3918 
水　道　課　631－9987/45－3919 
下 水 道 課　631－9990/45－3920 
議会事務局　631－9996/45－0105 
会　計　課　631－9932/45－3909

1消 防 本 部 
1ふれあい交流館ゆうホール 
 
1図　書　館 
1中央公民館 
1総合体育館 
1町体育協会 
1健康センターいきいきホール 
 
1老人福祉センター荒見苑 
 
1地域福祉センター 
　（町社会福祉協議会） 
1シルバー人材センター 

631－1515 
 

45－0002 
45－0003 
631－1000 
44－3700 
44－2205 

 
41－3466 

 
44－3405 

 
 

41－1881

6632－5382 
 

646－5610 
646－5690 
6632－0031 
644－2203 
644－2203 

 
644－1199 

 
644－7801 
631－0022 

6632－3001 
643－4546

4 0歳以上の人 

おおむね40歳  
以上の人・妊婦 

12日E
※ 

健　　診　　名 日（曜） 受付時間 対　　象 内　　　容 

健 康 相 談  

25日D成 人 歯 科 健 診  歯科医師による健康診査、歯
科衛生士による歯みがき指導 

保健師による健康相談 

会場は、すべて保健センター（※はいきいきホール）です。予防接種・健診には母子健康手帳を必ずご持参ください。 
問い合わせ／長寿健康課保健予防係 

～正午 
午前10時 

～１時3０分 
午後１時 

～１時55分 
午後１時40分 

Ｂ Ｃ Ｇ 予 防 接 種  17日C

予 防 接 種 名  日（曜） 受付時間 対 　 象 ・ 接 　 種 　 方 　 法  

※三種混合（ジフテリア・百日せき・破傷風）・風しん（三日はしか）・麻しん（はしか）は、個別接種となっています。
　年間を通じて、予防接種協力医療機関で接種できますので、医師と相談のうえ、受けてください。 
※予防接種を受けられるときは、「予防接種手帳」の冊子をよく読んで、母子健康手帳を必ずご持参ください。 

・6か月未満の乳児（3～4か月児健診対象者は健診
　時に接種） 
・今年度から、ツベルクリン反応検査はおこなっ
　ていません。 

健 　 診 ・ 相 　 談  

予　防　接　種 
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健 診 名 な ど 日（曜） 受付時間 対　　象 内　　　容 

乳 幼 児 相 談  乳 　 幼 　 児  ことば・しつけ・栄養などの相談 
～11時 

午前9時30分 

母　子　保　健 

13日F1 歳 8 か 月 児 健 診  
～2時 

午後１時20分 
平成16年4月生まれ 

妊 婦 と 夫  

医師、歯科医師による健康診
査、身体的・精神的な発達指導 

医師、歯科医師による健康診
査、身体的・精神的な発達指導 27日F3 歳 児 健 診  平成14年6月生まれ 

～2時 
午後１時20分 

25日D2歳6か月児歯科健診 

6日F

パ パ & マ マ 教 室  
12日E
19日E
25日D

～１時40分 
午後１時20分 歯科医師による健康診査および予

防指導、身体的・精神的な発達指導 
平成15年6月生まれ 

17日C3 ～ 4 か 月 児 健 診  医師による健康診査、ＢＣＧ予防接種、離
乳・保育・栄養などの指導、ブックスタート ～2時 

午後１時20分 
個人通知が届いた人 

26日E ～１時15分 
午後１時 離乳食の指導、作り方の実習と

試食 
満3か月～10か月児の 
保護者 

10 か 月 児 健 診  18日D ～１時50分 
午後１時20分 医師による健康診査 

離乳・保育・栄養などの指導 
平成17年3月生まれ 

離 乳 食 教 室  

プレママ体操等 
調理実習等 
歯科健診・歯の話 

午後1時～1時15分 
午前11時～11時15分 
午後1時～1時15分 



環境保全のコーナー 

ラクラク節約・快適エコライフ Vol.8
水をムダにしない洗い方 
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簡単な水洗いをして中身の
見える袋に入れて出してく
ださい。 
びん・ペットボトルは必ず
ふたをはずしてください。 

　飲料水をつくったり、生活排水を浄
化するのにエネルギーが多く使われます。 
水を無駄にしない、水を汚さないこと
が省エネにつながります。省エネは、
最も身近な地球温暖化防止の方法です。 
ご協力をお願いします。 
①切るものはまとめて切る。 
　　メニューを事前にまとめておいて、
　まずは切るものを全部切ってしまい
　ましょう。こうすると、いちいちま
　な板を洗わなくて済みます。 
②きれいな物から汚れる物へ。 
　　初めに肉や魚を切ってしまうと、
　まな板や包丁が汚れてしまいます。
　　最初は野菜から、あとで肉や魚を

　切れば途中で洗わずに済み、水と洗
　剤が節約できます。 
③汚れはふいてから洗う。 
　　食器や調理器具についた汚れは、
　古布や新聞紙、ゴムべらなどで取り
　除いてから洗うと、少ない洗剤で洗
　えます。 
④ワンプレート料理で食器を減らす。 
　　ひとつのお皿にいろいろ盛り込む
　ワンプレート料理。洗う食器の数が
　減って助かります。 
⑤洗剤は薄めて使う。 
　　洗剤は水で薄めて使うと、使用量
　が減ります。汚れの落ち度も変わり
　なく、洗いやすくなります。 
 

燃やすごみ 

し　　尿 

燃やさないごみ 

1月のごみ・し尿収集日 

佐古・新開地・津田電線社宅・

佐山・籾池・双栗・市田・鈴 

間・田井・荒見・下津屋・下津

屋サンハイツ・島田・東島田・

森・坊之池・野村・村東 

佐古・新開地・津田電線社宅・

佐山・籾池・双栗・松陽台・サ

ンタウン佐山・佐山サンハイツ 

市田・鈴間・栄１・２丁目・栄

３・４丁目・清水・林・西武西

林・ミサワ林・ハイツ西宇治 

田井・荒見・下津屋・下津屋サ

ンハイツ・下津屋団地・大橋 

辺・北川顔・藤和田・近協パレ

ス・島田・東島田 

坊之池・森・野村・村東・中 

島・西一口・東一口・相島 

松陽台・サンタウン佐山・佐山

サンハイツ・栄１・２丁目・栄 

３・４丁目・ハイツ西宇治・清

水・林・西武西林・ミサワ林・

大橋辺・北川顔・藤和田・近協

パレス・中島・西一口・東一 

口・相島・下津屋団地・東佐山

団地 

久御山団地（公団） 

東佐山団地・久御山団地（公団） 

月・木 

火・水・金 

月 

火・金 

20日 
23日 

6・26日 

火 

水 

木 

金 

くみもれの場合は、必ず収集口から確認のうえ、翌日（翌日が土曜日・日曜日・祝日の場合はそ

の翌日）に、城南衛生管理組合1075（631）5171へ連絡してください。 

日付は年始の開始日です。 日付は年始の開始日です。 

5日E1月 

4日D1月 

6日F1月 

リサイクルごみ 
缶 類  

ペットボトル 

紙 パ ッ ク 

び ん 類  

発泡食品トレー 

発泡スチロール 

4日 
（第１水曜日） 
18日 

（第３水曜日） 

11日 
（第２水曜日） 
25日 

（第４水曜日） 

10日C1月 

9日_1月 

4日D1月 

5日E1月 

6日F1月 

藤和田・島田・東島田・東一口（国道１号以東）・

森（国道１号以東）・野村・村東・佐山・新開 

地・佐古・清水・林・市田・田井・荒見・下津屋 

北川顔（府道以東）・坊之池・森（国道１号以西） 

西一口・東一口（国道１号以西）・中島・相島 

大橋辺・北川顔（府道以西） 



第43回 女たちの善光寺参り（1） 

久
御
山
町
郷
土
史
会
会
長 

　
　
　
　
　
　
　
阪
部
　
五
三
夫 

東
一
口
か
ら
中
山
道
へ
 

  　
明
治
初
年
ま
で
、
多
く
の
寺
院
は
女

人
禁
制
で
あ
っ
た
。
特
に
比
叡
山
延
暦

寺
・
高
野
山
金
剛
峯
寺
な
ど
は
、
女
性

の
参
詣
は
修
行
の
妨
げ
に
な
る
と
い
う

理
由
か
ら
、
立
ち
入
り
を
禁
じ
て
き
た
。

そ
う
し
た
中
で
、
信
濃
（
現
長
野
県
）

の
善
光
寺
は
、
女
性
救
済
を
説
き
、
宗

派
も
男
女
も
問
わ
ず
、
誰
も
が
極
楽
往

生
が
で
き
る
と
し
た
。
こ
の
寺
の
教
え

は
、
広
く
大
衆
に
支
持
さ
れ
、
善
光
寺

の
本
尊
は
、
こ
と
に
女
性
を
極
楽
に
導

く
仏
と
し
て
尊
崇
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
 

　
し
た
が
っ
て
、
善
光
寺
参
り
は
、
女

性
た
ち
に
と
っ
て
憧
れ
で
あ
っ
た
。
ま

し
て
や
、
遠
方
の
者
に
と
っ
て
は
、
一

生
に
一
度
は
参
詣
し
た
い
と
い
う
思
い

が
特
に
強
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
 

　
さ
て
、
こ
の
願
い
を
実
現
し
た
女
性

た
ち
が
久
御
山
に
も
い
た
の
で
あ
る
。
 

 

　
そ
れ
で
は
、
東
一
口
村
の
山
田
里
と

い
う
女
性
が
記
し
た
「
善
光
寺
参
り
道

中
諸
入
用
手
扣
帳
」
（
山
田
武
司
家
文

書
）
を
参
考
に
「
女
た
ち
の
善
光
寺
参

り
」
の
足
跡
を
た
ど
っ
て
み
よ
う
。
 

　
文
化
十
二
年
（
一
八
一
五
）
三
月
十

四
日
、
山
田
里
さ
ん
た
ち
は
、
善
光
寺

参
り
の
旅
に
出
立
し
た
。
旧
暦
の
三
月

十
四
日
は
、
現
在
の
四
月
二
十
日
前
後

に
あ
た
り
、
桜
花
も
散
り
、
若
葉
萌
え

る
季
節
で
あ
る
。
善
光
寺
ま
で
の
距
離

は
、
約
一
○
○
里
（
約
四
○
○
キ
ロ
）

と
い
う
長
旅
で
あ
る
。
 

　
と
こ
ろ
が
、
「
手
扣
帳
」
に
は
、
里

さ
ん
と
一
緒
に
善
光
寺
参
り
を
し
た
人

数
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
一

行
は
米
を
一
斗
（
一
五
キ
ロ
グ
ラ
ム
）

ず
つ
持
参
し
、
そ
れ
を
六
回
に
分
け
て

売
却
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
お
そ
ら
く

六
人
の
旅
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ

れ
に
し
て
も
中
山
道
の
峻
険
な
山
坂
を
、

米
を
担
い
で
旅
を
続
け
る
女
た
ち
の
強

靱
な
体
力
に
は
驚
か
さ
れ
る
。
 

　
一
行
は
正
午
、
大
津
追
分
に
着
き
、

三
二
文
を
払
っ
て
昼
食
を
と
っ
て
い
る
。

こ
の
大
津
追
分
は
、
東
海
道
五
十
三
宿
、

中
山
道
六
十
九
宿
の
最
後
の
宿
場
で
あ

る
。
こ
こ
か
ら
京
の
三
条
と
、
伏
見
・

淀
を
経
て
大
坂
に
行
く
道
に
分
か
れ
る

の
で
追
分
の
名
が
あ
る
。
里
さ
ん
た
ち

一
行
も
、
淀
か
ら
宇
治
川
の
右
岸
、
千

両
松
を
経
て
三
里
（
一
二
キ
ロ
）
の
道

を
歩
い
て
き
た
の
で
あ
ろ
う
。
 

　
里
さ
ん
ら
は
、
大
津
港
か
ら
三
二
文

の
舟
賃
で
矢
橋
舟
に
乗
り
、
草
津
に
着

い
た
。
こ
の
宿
場
で
一
○
○
文
と
九
四

文
ず
つ
を
払
っ
て
旅
籠
に
泊
ま
っ
て
い

る
。
お
そ
ら
く
燃
料
の
薪
代
を
支
払
い
、

食
事
の
賄
い
は
自
分
で
す
る
と
い
う
木

賃
宿
を
利
用
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
草
津

宿
は
東
海
道
と
中
山
道
の
分
岐
点
に
あ

た
る
。
江
戸
時
代
の
宿
泊
施
設
は
、
本

陣
二
軒
、
脇
本
陣
二
軒
、
旅
籠
七
二
軒

が
あ
り
、
宿
場
は
活
況
を
呈
し
て
い
た
。
 
 

　
現
在
、
旧
本
陣
は
七
年
間
の
大
修
理

を
終
え
て
、
平
成
八
年
四
月
か
ら
一
般

公
開
さ
れ
て
い
る
。
建
坪
四
六
八
坪
、

部
屋
が
一
九
室
で
二
六
八
畳
半
も
あ
る

広
壮
な
建
物
で
あ
る
。
中
山
道
六
十
九

宿
の
中
で
、
復
元
さ
れ
て
い
る
本
陣
は

多
い
が
、
こ
の
草
津
宿
の
本
陣
は
豪
壮

の
一
語
に
尽
き
、
公
家
・
大
名
の
利
用

が
多
か
っ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
 

 

　
さ
て
、
一
行
は
翌
十
五
日
早
朝
、
中

山
道
の
守
山
宿
を
経
て
五
里
（
二
○
キ

ロ
）
を
歩
き
、
武
佐
宿
（
現
滋
賀
県
近

江
八
幡
市
）
に
着
い
た
。
「
手
扣
帳
」

に
、
「
六
十
文
、
小
つ
か
い
、
む
さ
中

じ
き
」
と
あ
っ
て
、
こ
の
宿
場
で
昼
食

を
と
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
一
行
は
こ
の

武
佐
か
ら
愛
知
川
宿
を
経
て
高
宮
宿
 

（
現
滋
賀
県
彦
根
市
）
に
着
く
。
こ
こ

ま
で
の
道
中
が
四
里
半
（
一
八
キ
ロ
）
、

こ
の
日
は
九
里
半
歩
い
た
こ
と
に
な
る
。
 
 

　
高
宮
宿
の
旅
籠
は
二
三
軒
あ
り
、
草

津
宿
の
半
数
も
な
い
が
、
宿
場
の
人
口

は
三
千
五
六
○
人
と
多
く
、
近
江
の
中

山
道
九
宿
の
中
で
、
最
も
繁
華
な
宿
場

で
あ
っ
た
。
宿
場
の
中
ほ
ど
に
は
、
多

賀
大
社
の
一
の
鳥
居
が
あ
っ
て
、
こ
こ

が
参
詣
道
の
入
口
と
さ
れ
て
い
る
。
多

賀
大
社
の
祭
神
は
、
伊
邪
那
岐
命
・
伊

邪
那
美
命
で
、
伊
勢
神
宮
の
祭
神
で
あ

る
天
照
大
神
の
父
母
神
に
あ
た
る
こ
と

か
ら
、
「
伊
勢
へ
参
ら
ば
御
多
賀
へ
参

れ
、
御
伊
勢
は
御
多
賀
の
子
で
ご
ざ
る
」

の
俚
謡
も
生
ま
れ
、
高
宮
か
ら
の
参
詣

者
も
多
く
に
ぎ
わ
っ
た
と
い
う
。
 

　
こ
の
夜
、
高
宮
宿
で
泊
ま
っ
た
一
行

は
、
翌
朝
好
天
気
の
中
を
中
山
道
の
鳥

居
本
宿
を
経
て
、
番
場
宿
（
現
滋
賀
県

米
原
市
）
に
着
く
。
二
里
半
（
一
○
キ

ロ
）
の
行
程
で
あ
っ
た
が
、
歩
き
疲
れ

た
こ
と
も
あ
っ
て
、
こ
の
宿
場
で
半
日

と
う
留
し
、
そ
の
ま
ま
「
わ
か
さ
や
」

と
い
う
旅
籠
に
泊
ま
っ
て
い
る
。
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鳩字の山門額 

　▲多賀大社 
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ま
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み
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お
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み
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み
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と
 

み
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お
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た
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た
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ま
か
な
 

ま
き
 

ち
ん
 や
ど
 

だ
い
 

ご
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